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総務市民分科会　会議録 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

日　時　令和５年３月１０日（金曜日） 

午前１０時３５分開会　午後３時１０分閉会 

場　所　第１委員会室 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日　程 

　１　開　会 

　２　委員長挨拶 

３　協議事項 

（１）議案の審査 

議案第１８号　令和５年度土浦市一般会計予算～第１表歳入歳出予算歳出中第１ 

款(議会費)、第２款(総務費)ただし第１項（総務管理費）中第１ 

目（一般管理費）中（亀城プラザ管理運営事業）を除く、第３款(民 

生費)中第１項(社会福祉費)中第７目(消費者行政費)、第４款(衛 

生費)ただし第１項(保健衛生費)を除く、第８款(消防費)、第９款 

(教育費)中第４項(社会教育費)中第６目(公民館費)ただし(荒川 

沖地区学習等供用施設管理運営事業)を除く、第１０款(公債費)、 

第１２款(予備費)、第２表継続費、第３表債務負担行為中（公共 

施設等再編・再配置計画（素案）策定委託料、ごみ処理施設検討調 

査委託料） 

 

議案第３２号　令和４年度土浦市一般会計補正予算（第１５回）～第１表歳入歳 

出予算補正歳出中第１款(議会費)、第２款(総務費)、第４款(衛生 

費)ただし第１項(保健衛生費)を除く、第８款(消防費)、第９款(教 

育費)中第４項(社会教育費)中第６目(公民館費)、第１０款(公債 

費)、第３表繰越明許費中第２款(総務費)中（水郷筑波サイクリン 

グ環境整備事業）、第４款(衛生費)中第３項(清掃費) 

４　その他 

５　閉　会 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

出席委員（７名） 

　委員長　　吉田　千鶴子 

　副委員長　篠塚　昌毅 

　委　員　　久松　猛 

　委　員　　吉田　博史 

委　員　　海老原　一郎 
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委　員　　今野　貴子 

　委　員　　島岡　宏明 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

説明のため出席した者（２７名） 

　市長公室長　　　　　　　川村　正明 

総務部長　　　　　　　　羽生　元幸 

市民生活部長　　　　　　真家　達成 

消防長　　　　　　　　　鈴木　和徳 

議会事務局長　　　　　　塚本　隆行 

消防次長　　　　　　　　檜山　保明 

秘書課長　　　　　　　　浅川　邦子 

政策企画課長　　　　　　佐々木　啓 

行革デジタル推進課　　　元川　宏 

財政課長　　　　　　　　山口　正通 

広報広聴課長　　　　　　中川　光美 

総務課長　　　　　　　　平井　康裕 

防災危機管理課長　　　　皆藤　秀宏 

人事課長　　　　　　　　武井　衛 

管財課長　　　　　　　　秋山　太 

課税課長　　　　　　　　川上　勇二 

納税課長　　　　　　　　北島　康雄 

市民活動課長　　　　　　佐野　善則 

生活安全課　　　　　　　坂本　英宣 

市民課長　　　　　　　　羽成　信明 

環境保全課長　　　　　　室町　和徳 

環境衛生課長　　　　　　羽成　健之 

消防総務課長　　　　　　磯山　公奉 

警防救急課長　　　　　　本橋　一夫 

議会事務局次長　　　　　天貝　健一 

監査事務局長　　　　　　藤井　徹 

会計管理者　　　　　　　五来　顕 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

事務局職員出席者 

主　任　　津久井　麻美子 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

傍聴者（０名） 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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〇吉田（千）委員長　予算決算委員会、総務市民分科会を開催いたします。それでは、

付託されました議案の審査に入ります。議案第１８号令和５年度土浦市一般会計予算の

第１表歳入歳出予算歳出中第１款議会費、第２款総務費ただし第１項総務管理費中第１

目一般管理費管理費中亀城プラザ管理運営事業を除く、第３款民生費中第１項社会福祉

費中第７目消費者行政費、第４款衛生費ただし第１項保健衛生費を除く、第８款消防費、

第９款教育費中第４項社会教育費中第目公民館費ただし荒川沖地区学習等供用施設管理

運営事業を除く、第１０款公債費、第１２款予備費。第２表継続費、第３表債務負担行

為中、公共施設等再編再配置計画素案策定委託料、ごみ処理施設検討調査委託料となっ

ております。資料につきましては、予算書での説明になりますので、本会議フォルダ、

令和５年第１回定例会、事前配付資料フォルダの中の令和５年度予算書を御準備くださ

い。５８ページになります。それでは、執行部より順次説明を願います。 

〇天貝議会事務局次長　第１款議会費につきまして、御説明をさせていただきます。議

会費全体では、前年度比２２７万５，０００円減、３億３，１６９万７，０００円の計上

でございます。説明欄の事業別に主なものを御説明いたします。はじめに、議員人件費

の１節報酬は、議員２４名分の議員報酬、２節職員手当等は議員の期末手当、４節共済

費は議員共済会の負担金でございまして、議員年金の原資となっている公費負担金の負

担率が０．７ポイント下がったことなどから、前年度比約２７万円の減額となっており

ます。つぎに、職員人件費につきましては、事務局職員８名分の給与、期末手当等の計

上であります。つぎに、議会関係事業です。１節報酬及び３節職員手当等は、事務局の

会計年度任用職員１名分の人件費でございます。８節旅費は、行政視察等に係る議員と

職員の旅費、１０節需用費の印刷製本費は、議会だよりの印刷製本費が主なものでござ

います。つぎに、議会ＩＣＴ管理事業です。これは、タブレット端末の運用にかかる経

費等でありまして、１１節役務費がインターネット通信料、１３節がサイドブックスの

システム使用料などの計上であります。つぎに、会議録作成事業につきましては、本会

議の音声データの反訳から会議録を印刷するまでの経費及び会議録検索システムを運用

する経費を計上するものです。つぎに、一番下の議会映像放映配信事業につきましては、

本会議の録画映像をインターネットで配信するための通信料及びシステム使用料を計上

するほか、ＪＣＯＭ録画放映のための委託料の計上でございます。つぎに、議会システ

ム設備更新等事業です。これは、議場内などの設備のうち、更新時期を迎えている機器

類を更新するための経費、また、傍聴席から既存のモニターが遠く見えにくいことを解

消するためのモニター増設に係る経費、さらには、登壇した際にタブレット端末内の資

料や画像をそのモニターに映すための配線工事に係る経費を計上するものです。最後に、

議会ＩＣＴ化推進事業につきましては、感染症のまん延や災害時に、会議開催場所へ参

集できない場合に、オンライン会議を開催できるよう、プロジェクターなどの必要な機

材を購入する備品購入費を計上するものです。議会費につきましては、以上でございま

す。 

〇武井人事課長　６１ページを御覧いただきたいと思います。第２款１項１目一般管理

費でございますが、一つ目の特別職人件費、二つ目の職員人件費につきましては、それ
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ぞれ、特別職である市長、副市長の人件費と、総務費の一般職員１５１人分の人件費で

ございます。つづきまして、１節報酬、８節旅費、１３節パソコン使用料は、育児休業代

替や障害者雇用のために、人事課予算で持っている会計年度任用職員の経費でございま

す。１８節対等総合交流職員人件費負担金は、茨城県との人事交流で納税課の特別滞納

対策室に来ていただいている職員の人件費を負担金として県に支出しているものです。 

〇浅川秘書課長　つづきまして、秘書関係事業について御説明いたします。７節報償費

につきましては、スポーツ大会等の市長賞として贈呈いたします盾やトロフィー、また、

自治功労表彰に関わる記念品などの経費でございます。９節交際費につきましては、市

長が出席する会議などの会費、行政委員など市の公職にある方が亡くなられた際の香料

や生花の経費でございます。１０節需用費につきましては、事務用消耗品の購入、市長、

副市長の名刺印刷代などでございます。１３節使用料及び賃借料は、市長、副市長の出

張時の高速使用料、駐車場使用料、また障害児のタクシー借上料などでございます。１

８節負担金補助及び交付金でございますが、記載にございます全国市長会負担金をはじ

め、茨城県市長会負担金など、計９件のほか、諸会議出席時の負担金でございます。説

明は以上でございます。 

〇平井総務課長　総務関係管理事業の主なものにつきまして、御説明をいたします。１

１節役務費、保険料は、市が所有、管理する施設の瑕疵や個人情報の漏えいなど、市の

行う業務上の過失に起因する事故につきまして、市に法律上の賠償が生じた場合の保険

料でございます。６２ページをお願いいたします。１８節負担金補助及び交付金の北方

領土の返還を求める茨城県民協議会負担金は、北方領土の返還要求運動を進めていくた

め、街頭啓発活動やパネル展、県民大会などの幅広い活動を行っている協議会の負担金

でございます。総務関係管理事業の説明は、以上でございます。 

〇五来会計管理者　同じく６２ページ、会計一般管理事業につきましては、市役所全体

の共通事務用品、そして、公用封筒の購入費用でございます。会計課は以上です。 

〇秋山管財課長　つづきまして、工事検査事業について、御説明いたします。これは、

１３０万円以上の工事に係るものと設計業務５０万円以上の設計業務に係る検査に係る

事務的経費でございます。７節報償費は、建設工事において特に優秀であった優良業者

を表彰する際の記念品代でございます。令和５年度は７社を予定しております。８節及

び１８節旅費負担金ですが、これは、検査業務研修に係る旅費及び負担金になります。

戻りまして、１１節役務費の筆耕料は、先ほどの表彰状の筆耕料になります。工事検査

事業は以上になります。 

〇平井総務課長　地方改善対策事業につきまして、御説明させていただきます。主なも

のにつきまして御説明いたします。１節報酬は、生活環境などの安定向上を図る必要の

ある地域住民に対する相談事業を行うことで、地域住民の生活改善と向上を図るため、

毎週水曜日に新治地区公民館で行っております相談員２名の報酬です。１８節負担金及

び補助金の主なものは、地方改善団体事業費補助金として、同和問題の解決に寄与する

ことを目的としまして、啓発活動や研修活動、相談活動などを実施します市内に支部を

有する二つの団体に対する補助金でございます。つぎに、更生保護青少年健全育成事業
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につきましては、犯罪や非行を起こした人の社会復帰や社会的自立に向けて、社会を明

るくする運動などを通じて、啓発活動を行っている事業でございます。主な経費につき

ましては、１８節負担金補助及び交付金の土浦地区保護司会への補助金でございます。

地方改善対策事業、更生保護青少年健全育成事業の説明は以上でございます。 

〇武井人事課長　サイドブックスの６３ページを御覧いただきたいと思います。２目人

事管理費でございます。人事管理事業ですが、７節報償費は、職員の相談窓口として今

年度から実施しておりますリスクアドバイザーに対する謝礼でございます。１２節職員

採用試験採点委託料は、一次試験の委託経費でございます。一次試験では、今年度から

全国のテストセンターで受験していただく方式に変更しております。テストセンターと

は、採用試験の受託業者が提携するパソコン教室などに受験生に行ってもらい、インタ

ーネット上で試験を受けてもらうというものです。この方式は、それぞれの会場で本人

確認が行われるため、替え玉受験防止にもなっております。なお、来年度の採用試験は、

１０月採用と令和６年４月採用の２回の実施を見込んでおります。また、専門試験につ

きましては、人事院の外郭団体である日本人事試験研究センターに、適性検査はＮＯＭ

Ａ総研に委託しております。１３節有料道路使用料は、職員が出張で使用する高速道路

料金で、全体の分を人事課で予算化しているものでございます。１１節手数料と１３節

宿舎借上料は、国からの派遣で来ていただいております片山副市長の宿舎にかかる費用

で、手数料はクリーニング代、借上料は市が支払う家賃でございます。家賃につきまし

ては、副市長から自己負担分を納付していただいております。つづきまして、職員厚生

事業ですが、１節報酬は、産業医１名の報酬でございます。８節旅費は、全国市長会主

催団体定期保険担当者会議出席のための交通費でございます。１０節需用費の消耗品費

は、新採職員の防災作業服ほか、事務用消耗品の購入費でございます。１１節役務費は、

衛生管理免許申請手数料でございます。１２節委託料は、職員健康診断等の委託で、職

員の健康診断をするものでございます。メンタルヘルスケア事業の委託ですが、メンタ

ルの不調を感じた職員が、気軽に市内のメンタルクリニックで無料相談ができるための

委託料でございます。メンタルヘルス研修会は、職員のメンタルヘルスケアの一環とし

て実施している職員研修で、外部の専門講師に委託しているものでございます。ストレ

スチェック事業委託料は、平成２７年１２月から義務づけられたストレスチェックの分

析等を委託するものでございます。１８節の負担金補助及び交付金は、負担金の全国市

長会団体定期保険負担金でございますが、全国市長会が運営する一般職員を対象とした

死亡や、高度障害に対する保険の掛け金でございます。補助金は、職員互助会の職員福

利厚生事業補助金でございます。主なものとしましては、職員の人間ドックの補助に充

てております。つづきまして、３目職員研修費でございますが、職員研修基本計画にお

きまして、研修の種類を四つに分類しております。まず、一つが職員の職制に応じた階

層研修、２番目としましては専門的な能力開発のための専門研修、あと、庁外に出て自

治体職員などと研修をしてもらう派遣研修、最後に通信教育などで自己能力の開発を行

ってもらう自主研修の四つに分類した研修に係る経費をそれぞれ計上しているものでご

ざいます。７節報償費は、講師謝礼、８節旅費は、派遣研修にかかる交通費、１８節負担
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金は、それぞれの研修負担金でございます。１３節自転車借上料は、新採職員研修の一

環で行っているフレッシャーズライドに係る経費で、新採職員に自転車のまち土浦を実

際に体験してもらうためのものでございます。つづきまして、職員資格経費等の助成で

すが、対象資格を取得した際、その取得費の２分の１を、５万円を限度に助成するもの

です。令和４年度は、建築基準適合判定資格者を取得した職員１名に対して助成を行っ

ております。以上でございます。 

〇平井総務課長　４目文書費、文書管理事業につきまして、御説明いたします。こちら

につきましては、郵便物の郵送料、印刷用紙やコピー用紙の購入、コピー機の使用料が

主なものとなっております。４目文書費の令和５年度予算は、前年度比で約１．５パー

セントの減となっております。こちらは、コロナの影響によります事業の縮小となって

ございます。６４ページをお願いいたします。主なものを説明させていただきます。１

１節役務費の通信運搬費は、主に市から発送します郵便の郵送料でございます。１２節

委託料につきましては、宍塚書庫におけます廃棄文書リサイクル委託料や機械警備委託

料などを計上してございます。１３節使用料及び賃借料につきましては、庁内にあるコ

ピー機１３台の借上料や印刷機等の借上料でございます。つぎに、情報公開事業でござ

いますが、情報公開制度と個人情報保護制度の適切な運用を図るもので、１節報酬の情

報公開個人情報保護審査会委員の報酬や、情報公開室の非常勤職員の報酬が主なもので

ございます。文書費の説明は以上でございます。 

〇中川広報広聴課長　私からは５目広報広聴費につきまして、御説明いたします。広報

紙などの各種情報の提供やシティプロモーション事業に係る経費でございます。予算額

は８，３８８万３，０００円で、前年度比約６．７３パーセントの減となっております。

主な原因としましては、今年度、市公式ＬＩＮＥなどの情報発信ツールに係る初期費用

分が来年度なくなることが減の要因となっております。それでは、主な事業について御

説明いたします。広報事業は、広報紙やホームページ、ケーブルテレビなど、様々な情

報発信ツールを活用した行政情報発信に係る経費となります。７節報償費ですが、広報

紙等の配布に係る各町内会への謝礼となります。１０節需用費、印刷製本費につきまし

ては、毎月２回発行しております広報つちうらの印刷代でございます。１２節委託料の

ケーブルテレビ番組制作放送委託料は、市政広報番組のマイシティ土浦の番組制作に係

る経費でございます。三つ目、文書配布委託料は、毎月２回の発行の広報紙を各町内会

へ発送する委託料でございます。１３節使用料及び賃借料は、市内各施設に設置してお

ります電子看板に係るシステム料や広報紙作成のために使用しております文書フォント

やソフトの権利使用料になります。つづきまして、広報広聴事業でございます。市民か

ら寄せられる市政に対する意見や要望等の受付業務や市民法律相談、司法書士相談業務

に係る経費となります。７節報償費につきましては、市民相談の際の弁護士や司法書士

への謝礼でございます。つづきまして、６５ページをお願いいたします。２段目、パブ

リシティ活動事業でございます。市民に対し、行政情報を提供するため、定例記者会見

の実施や市政記者クラブの管理業務に係る経費で、１１節役務費、手数料は、今年度か

ら、市長記者会見のインターネット配信の際に、手話通訳者を配置いたします。その手
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話通訳者に対する手数料となります。つづきまして、シティプロモーション推進事業で

ございます。市の魅力を発信するため、戦略的ＰＲのための経費でございます。１２節

委託料は、毎年８月に開催しております学祭ＴＳＵＣＨＩＵＲＡに加えまして、今年度

は、家族で田んぼに入りまして、れんこん掘り体験なども実施したいと考えております。

その実施委託料になります。つづきまして、土浦フィルムコミッション事業で、シティ

プロモーションの一環として、地域の宝を市内外にＰＲする目的で、積極的にロケ地を

誘致しております。１０節印刷製本費につきましては、ロケ地案内のポスターなどを制

作する経費でございます。つづきまして、次のページをお願いいたします。移住定住促

進事業でございます。移住定住者を獲得する目的として、移住体験ツアーなどの実施を

行っております。主な経費としましては、１２節委託料で、移住体験ツアーを旅行代理

店に委託する経費となります。広報広聴費の説明は以上となります。 

〇山口財政課長　つづきまして、６目財政管理費でございます。財政管理費は、財政課

の事務経費となる財政管理事業１事業でございまして、前年度と比べますと５，５９７

万８，０００円の減となってございます。減額となった主な要因は、令和４年度は震災

復興特別交付税の返還金を計上しておりましたが、返還金が皆減となったことなどによ

るものでございます。８節旅費は補助金申請用務や研修のための出張費用、１０節需用

費のうち消耗品は事務用品、参考図書の購入費用、１２節委託料の財務書類作成支援委

託料は、例年行っております公会計制度における財務書類の作成や検証を委託するもの

でございます。１８節負担金補助及び交付金は財務に関する各研修会への負担金でござ

います。財政管理費は以上でございます。 

〇五来会計管理者　７目会計管理費につきましては、会計課の事務経費でございます。

１１節役務費、手数料につきましては、公金の口座振込みに使用する電送システム、そ

して、銀行窓口等での収納に係る手数料でございます。以上でございます。 

〇秋山管財課長　８目財産管理費について、御説明いたします。昨年度と比較しまして、

６，５００万円、１３．１パーセントの増になります。こちらは、ほとんど電気料の増加

によるものです。財産管理事業の主なものについて、御説明いたします。財産管理事業

は、管財課所有の財産についての事務経費になります。昨年度から１５．３パーセント

の増になります。また、令和５年度から教育総務課所管であった廃校の維持管理費が管

財課に移管されました。１節報償費から８節の旅費までは、先ほどの教育総務課から移

管されました廃校の管理員２名の報酬、期末手当、通勤手当になります。１０節需用費

のうち光熱水費は、本庁舎を除いた６６７か所と、廃校５校、道路街路灯６か所の光熱

費等になります。昨年度と比較しまして、約９１．２パーセントの増になります。ちな

みに、電気使用量は令和３年度と同程度で算出しております。１１節役務費、通信運搬

費は外部施設本庁舎の電話代になります。１２節委託料は、公共施設の維持管理に要す

る費用でございます。主なものとしまして、公共施設業務用ごみ収集運搬委託料は、市

内公共施設６３か所のごみ収集運搬委託になります。草刈委託料は、市有地の草刈委託

料になります。６７ページをお開けください。バス運行委託料は、各地区コミュニティ

センターが主催するチャレンジクラブ等の体験学習や各担当課が行う事業に係る送迎用
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としての委託料になります。上から４番目の電気保安委託料から、学校跡地トイレ清掃

委託料は、教育総務課から移管された委託で、廃校の維持管理費になります。１３節使

用料及び賃借料は、ファクシミリ借上料になります。このうち、自動車借上料は市長車、

議長車の借上料になります。１７節備品購入費の自動車は、車両購入９台になります。

１８節負担金及び交付金は、交通安全管理協会、土浦地区電信電話ユーザー協会負担金、

茨城県都市管理事務研修会負担金等の負担金になります。つづきまして、本庁舎維持管

理事業になります。これは、本庁舎の維持管理経費になります。１節から８節までの報

酬から旅費につきましては、コンシェルジュ６名の報酬、期末手当、通勤手当になりま

す。１２節委託料は、本庁舎の維持管理に要する委託経費でございます。庁舎設備等管

理委託料は、本庁舎駐車場管理運営委託、エスカレーター定期点検業務委託、ウララ１

階、２階市民エリアの管理委託等でございます。１８節負担金補助及び交付金のうち、

ウララ管理負担金は、ウララ管理組合が管理する共用部分の管理負担金でございます。

この中に共用部分の光熱水費、保守点検維持費用のほか、本庁舎が使用する光熱水費も

含まれております。昨年度に比べて光熱水費が増加したため、２２．８パーセントの増

になっております。こちらについても、電気料が昨年、令和４年度の予算の約２倍近く

増えております。契約事務事業になります。これは、契約事務に係るシステム使用料ほ

か事務経費になります。６８ページをお開けください。１節報酬は、契約繁忙期等の事

務補助として会計年度任用職員２名の報酬になります。７節報償費は、毎年８月と２月

に行っております土浦市入札監視委員会委員５名の謝礼になります。１１節役務費のう

ち、通信運搬費は工事実績情報システム等の通信費になります。手数料は県の入札参加

資格共同利用受付データ設定の手数料になります。１３節使用料及び賃借料は、電子入

札システム使用料と自治体契約実務ウェブの使用料になります。１８節負担金補助及び

交付金は、契約実務者研修会等の参加負担金になります。財産管理費については以上で

ございます。 

〇佐々木政策企画課長　９目企画費の主なものにつきまして、御説明をさせていただき

ます。水郷筑波サイクリング環境整備でございますが、１２節委託料につきましては、

新規事業といたしまして台湾を軸にフェイスブックを活用して、サイクリング環境をＰ

Ｒする外国語によるウェブ広告配信委託料などでございます。１８節負担金補助及び交

付金でございますが、茨城デスティネーションキャンペーンと合わせてイベントを開催

するサイクルツーリズム推進事業補助金などでございます。１枚おめくりいただきまし

て、買い物難民支援事業でございますが、令和２年１０月から開始しております。現在、

２台で希望される全地区を回っているところでございます。こちらの予算は運営事業者

への補助でございます。その下、四つ事業ございます。こちらは企業誘致室の事業とな

ります。まず、土浦市企業立地サポート事業でございますが、現在二つの事業を進めて

おります。一つ目は市内で事業用の不動産を探している事業者に対しまして、民有地も

含め、物件の紹介をしておりますマッチング支援事業、もう一つは、不動産事業者が関

与していない民間物件の活用を図ることを目的として、あらかじめ市でストックをして

おく適地バンク管理事業でございます。こちらの予算は、これらの事業の旅費でござい
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ます。その下、土浦市企業立地セールス事業でございますが、こちらも二つの事業を進

めております。一つ目は今現在策定をしております冊子とパンフレットを元に、金融機

関の不動産部へ出向き、紹介する金融機関訪問事業と、もう一つ新たに起業しようとし

ている方々が集う場で、本市の取組や支援制度を紹介するアントレプレナー誘致促進事

業でございます。それらの事業に係る旅費でございます。ＪＥＴＲＯ対日直接投資サポ

ートプログラム登録事業でございますが、このプログラムはＪＥＴＲＯと経済産業省が

中心となって、外国企業の誘致に積極的な地方自治体等の誘致活動を包括的にサポート

する事業でございます。現在、このプログラムに参加している県や市町村は全国で３１

団体となっておりますが、そちらに本市も参加し、外国企業も含めて企業誘致に向けた

取組を進めるといったものでございます。こちらの予算は、そのプログラムの参加に向

けた事前調整に要する旅費でございます。その下、ＴＸ延伸事業でございます。つくば

エクスプレスの本市への延伸が実現することで、整備前であっても、延伸路線の沿線を

中心に開発等が活発化することが想定されます。そのようなことから、延伸による波及

効果を整理し、本市が現在進めている政策と連動させることで、こうした効果を最大限

に誘導する方策を検討するものでございます。こちらの予算はその調査委託料でござい

ます。説明は以上でございます。 

〇元川行革デジタル推進課長　１０目事務管理費について、御説明いたします。事務管

理費につきましては、行革デジタル推進課の行政経営及びデジタル推進に関する事務事

業の経費でございまして、前年度と比較いたしまして５４５万４，０００円、１．１パ

ーセントの増となってございます。その主な要因といたしましては、マイナンバーカー

ドによる出退勤管理機器の導入など、デジタル推進に係る新たな事業の実施によるもの

でございます。それでは、主な事業について、御説明させていただきたいと存じます。

６９ページの下から二つ目、公共施設等再編・再配置推進事業、こちらにつきましては、

今年度策定いたしました土浦市公共施設等再編・再配置計画で配置方針を定めた１０施

設を除いた残りの１７８の施設につきまして、令和５年度と令和６年度の２か年をかけ

て、施設評価や類型別、地区別に方向性を検討した上で、土浦市公共施設等再編・再配

置計画の素案を策定するもので、素案策定委託料を計上するものでございます。その下

の情報政策管理事業につきましては、市全体の電算処理の管理、運営の業務等に係る経

費でございまして、主なものにつきましては、７０ページに記載の住民記録や税関係を

はじめとする市全体の電算委託料、その他業務用パソコン等にかかる賃貸借料、通信回

線利用料を例年支出しております各種の負担金交付金等でございます。職員向けテレワ

ーク在宅勤務導入事業につきましては、これまでの新型コロナウイルス感染症の感染拡

大防止の観点に加えまして、職員一人ひとりのライフステージに合った多様な働き方の

実現を目指し、ワークライフバランスの向上という観点からも、テレワークの推進を継

続するものでございます。予算の内容といたしましては、当該機器の賃貸借料、通信料

等でございます。７０ページの一番下、ロゴフォーム導入事業につきましては、昨年５

月の臨時議会におきまして補正予算の議決をいただいた上で、新型コロナウイルス感染

症対応地方創生臨時交付金を活用して、昨年の７月より導入いたしました自治体向けの
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デジタル化ツール、ロゴフォームの利用を今後も継続して、行政手続きの電子化を推進

するものでございます。計上の内容につきましては、本システムの使用料となってござ

います。７１ページの会議録等自動生成システム等導入事業、こちらにつきましては、

現在各部署において職員自らまたは外部委託により行っております会議等の議事録作成

につきまして、音声をＩＣにより認識、文字化する会議録等自動生成システムを導入す

ることにより、職員の事務負担の軽減を図るもので、当該システムの使用料の計上とな

ってございます。つづきまして、その下の五つ目のＲＰＡ導入事業、こちらにつきまし

ては、先日の事前委員会で篠塚副委員長から分かりやすい資料を提出するようお話をい

ただいております。本日、紙の資料で皆様のお手元の方に配布させていただいておりま

すので、御覧いただきたいと存じます。まず、ＲＰＡというのは直訳するとロボットに

よる業務自動化という意味でございまして、人が行う作業をソフトウェアに組み込まれ

ましたロボットが代行するという仕組みのものでございます。その下に記載がございま

す具体的に本市の導入事例、ここではふるさと納税業務を引用して説明させていただき

たいと存じます。こちらは、ふるさと納税寄付データ修正作業をといたしまして、資料

の上の方、導入前の箱に記載がございます①から⑤のこれまで職員が行っていた作業に

つきまして、この処理のルールを定義したシナリオというものを作成して、それに基づ

いて、コンピューターがプログラムで自動作業を行うようにするというようなものでご

ざいます。この事例におきましては、一番下に太字で記載がございますけれども、職員

がそれまで４時間かけて行っていた修正作業が、ＲＰＡの導入によりまして１時間弱程

度で済むようになり、処理に要する時間といたしましては約７５パーセントの削減効果

が見られているところでございます。予算書にお戻りいただきたいと存じます。こちら

のＲＰＡ導入事業につきましては、各課の業務のうち、ただ今御説明させていただいた

ような自動化が可能な定型的な業務にＲＰＡを導入することによりまして、業務の効率

化で生まれた時間から市民サービスの向上を図るというようなもので、その導入に係る

委託料を計上させていただいております。つづきまして、同じページ、下から二つ目の

マイナンバーカードによる出退勤管理機器導入事業につきましては、本庁舎に勤務する

職員を対象といたしまして、マイナンバーカードにより職員の出退勤管理を行うための

機器を導入するものでございます。内容につきましては、ＩＣカードリーダーの導入の

ための経費及び機器が認証できるように、マイナンバーカードのＩＣチップにデータを

入れ込むための委託料を見込んでございます。その下、自治体専用ＷＥＢ住宅地図導入

事業につきましては、自治体専用のＷＥＢ住宅地図を導入いたしまして、常に最新の地

図情報が利用、確認できる環境を整えることで、業務の効率化及び現在各部署で購入し

ております紙の住宅地図購入費用の縮減を図るというものでございます。計上内容につ

きましては、当該システムの利用料金の計上となってございます。７２ページをお願い

いたします。一番上にございますマイナポイント付与に係る事務補助事業につきまして

は、国で実施しておりますマイナポイントの申込み期間の延長に伴い、現在本庁舎１階

に設置してございますマイナポイント申込み支援ブースを継続することで、市民の皆様

に対するサポート体制を維持するというものでございます。予算の内容といたしまして
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は、ブースを担当いたします当課の会計年度任用職員１名の人件費及び同じく３名の派

遣職員に係る委託料となってございます。説明は以上でございます。 

〇吉田（千）委員長　それでは、ここまでで委員の皆様から御質問がございましたらお

願いします。 

〇今野委員　何点かございます。まず、６３ページ。人事管理費で、副市長の住まわれ

る所の負担についてなんですけれども、これは市が所有しているアパート、マンション

なり、一軒家なりがあってなのか。それとも、一般で、市場に出ている不動産で借りて

いるということのどちらなんでしょうかということと、副市長の負担というのは何割ぐ

らい、何パーセントぐらいなんですか。 

〇武井人事課長　不動産屋が持っているマンションを市で一部屋借り上げておりまして、

片山副市長の負担につきましては、土浦市職員宿舎の対応に関する規則と、あとは国家

公務員宿舎施行令第１３条に規定する算定方法がございまして、片山副市長の負担は概

ね４割程度となっております。以上でございます。 

〇今野委員　それは副市長用ということで、片山副市長が去られてもずっと借りている

ということですか。 

〇武井人事課長　そのとおりでございます。 

〇今野委員　分かりました。ありがとうございます。６４ページ、広報広聴費なんです

けれども、市報に関してですね、今、町内会がかなり高齢化になっておりまして、月に

２回市報を配布するのが非常に苦しい、厳しいという声をすごくいただいているんです

ね。ですので、内容を月に１回で１冊に濃密に集約していただいて、せめて１回にして

もらうと大分楽だという声は様々な町内会からいただいています。これに関して何か対

策をしようという話は上がっているんでしょうか。 

〇中川広報広聴課長　広報紙の配布につきましては、広報広聴課でも各地区長さんにア

ンケートをとらせていただいております。配布方法について、月２回を１回にしてはど

うかという設問をさせていただいたところ、概ね６、７割近くの方達は、まだ２回でい

いですよという回答をいただいてはおります。ただ、今野委員のおっしゃられたとおり、

近い将来、配布する方の高齢化というのは、目に見えているところでございますので、

配布方法については今検討を始めているところです。その一つとして、今御提案いただ

きました２回を１回にする方法、それから、配布方法自体を地区の方にお願いするので

はなくて、ほかの市町村でもやっておりますポスティング、配送業者や新聞業者の方に

配送を頼むといった方法もございます。ただ、今の地区長さんにお支払いしている経費

よりもかなり大きな経費になりますものですので、順次どの方法がいいか、検討を進め

て、近いうちに方法を変えていきたいと考えております。今検討中でございます。 

〇今野委員　地元にいますと、どれだけ大変かということが本当にあるんですね。です

ので、１回にするとか配布方法を検討するということは、本当に推し進めていただきた

いと思います。よろしくお願いします。つぎに、フィルムコミッションについて、これ

はどのように、外に対して広報、告知しているんでしょうか。 

〇中川広報広聴課長　市のほうでフィルムコミッションの専用のホームページもござい
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ます。それから、ツイッター等で発信をさせていただいて、まずロケの誘致の専用の窓

口がございますので、そちらにお問い合わせがあったロケ地に合ったものを御案内させ

ていただくと共に、こういった場所でロケがありまして、近いうち、何月何日に放映さ

れますというようなことを、ホームページやツイッターで案内をさせていただいており

ます。 

〇今野委員　企業なり会社なりが情報を取りに来るという形なんですね。情報をこちら

から、例えば、電通とか博報堂とか、そういう会社と提携して、情報をこちらのほうか

ら向こうに流すとかそういうことはしていないんですか。 

〇中川広報広聴課長　企業の一つ一つに特別に発信しているわけではございませんが、

フィルムコミッションの県のサイトなどに登録させていただいて、こういうロケ地があ

りますということでロケ地のマップ、それからロケ地の写真をアップさせていただいて、

その撮影の内容に合ったロケ地を案内させていただくという方法をとらせていただいて

おります。 

〇今野委員　それは、ほかの自治体も大体こういうやり方なんですか。 

〇中川広報広聴課長　企業さんとタイアップしているということについては、詳しくは

調べておりませんが、今のところ、フィルムコミッションについては、どこの市町村に

も窓口がございまして、そちらで市内のロケ地の登録をさせていただいている方法をと

っているかと思います。 

〇今野委員　もう１点。６８ページでちょっと私聞き逃してしまったんですが、茨城デ

スティニー事業とか、そういう名称のものがあったような気がするんですが。 

〇佐々木政策企画課長　茨城デスティネーションキャンペーンといいまして、今年度の

１０月から１２月までプレということで、ＪＲグループの６社と地域が一体となって行

う国内最大級規模の観光キャンペーンでございます。令和５年度が本番ということで、

１０月から１２月の期間を定めて、茨城県知事の話では、１００ほどのイベントを県内

で実施するといったことで、内容を見ますと、土浦市は自転車を乗せたサイクルトレイ

ンが来るぐらいで、ここが出発点となってどこかに行くというようなイベントしかなか

ったということで、土浦市のほうでこれに合わせて独自のイベントをやりたいといった

ことでございます。以上でございます。 

〇今野委員　私、デスティニーは運命という意味で私はちょっと捉えたんですが、デス

ティネーション、これも運命という日本語でよろしいんでしょうか。 

〇佐々木政策企画課長　目的地という意味でございます。 

〇今野委員　日本語のほうが分かりやすいのかな。提案で出てきていますけれども、分

からない英語は、もう少し分かりやすい日本語を使う方法も考えていただきたいなと思

います。以上です。 

〇島岡委員　この度の台南と友好交流協定を締結するということで、それでまた高雄に

出航する飛行機も出てくる。予算の中にはないんですけど、市長が台湾に行くための予

算立てをするようなことは、今後あるんでしょうか。 

〇佐野市民活動課長　友好交流協定の締結を目指します台南市のお話でお問い合わせを
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いただきました。令和５年度につきましては、予算はまだ計上はさせていただいており

ません。また、こちらから訪問する時期及び迎える時期等、詳細につきましてはまだ決

定してないものですから、令和５年度中に補正予算で上げさせていただきたいと考えて

おりますので、よろしくお願いいたします。以上です。 

〇島岡委員　分かりました。 

〇篠塚副委員長　３点ほどお伺いいたします。まず、議会費の共済費なんですが、議員

年金の負担金だということなんですが、議員年金が廃止になって１０年以上経つんです

が、だんだん減ってきていると思うんですけども、これはいつ頃まで支払いになるよう

なことは大体分かっていますか。 

〇天貝議会事務局次長　今給付対象になっている議員さんがいらっしゃる限りは、その

まま給付になると考えてございます。 

〇篠塚副委員長　全国の議員さんの対象の共済から負担金が来て、それを支払っている

という状況でよろしいですね。 

〇天貝議会事務局次長　おっしゃるとおりでございます。 

〇篠塚副委員長　ありがとうございます。つづきまして、企画費の中の６９ページ。事

務管理費、公共施設等再編・再配置計画なんですが、この１０施設以外のものを２年間

で計画するということで、先ほど説明を受けたんですが、この２年間の事業費としての

５１７万１，０００円なんですか。 

〇元川行革デジタル推進課長　こちらの事業費で計上してございますのは、あくまでも

計画策定の委託料ということで、その策定の際に、例えば、外部委員会を実施した場合

は、その報酬や委員の費用がかかるということで、今回御説明したのは、その委託料の

部分でございます。 

〇篠塚副委員長　ありがとうございます。３点目が、７１ページの総務費、事務管理費

の通信環境向上事業なんですが、１，５００万、これはインターネットの高速化とかな

んですか。それとも、Ｗｉ－Ｆｉを環境整備するようなものも入っているんでしょうか。 

〇元川行革デジタル推進課長　こちらの事業につきましては、本庁舎と外部の施設、具

体的に申し上げますと、保育所や市民ギャラリーですとか、そういった所を結ぶネット

ワーク機器が老朽化しておりまして、そちらの機器の更新をすることで安定した通信環

境、ネットワーク環境を維持するために実施するような内容となってございます。 

〇篠塚副委員長　Ｗｉ－Ｆｉの環境を整備するというわけではないんですね。高速化す

るということでよろしいんですね。 

〇元川行革デジタル推進課長　現在使っているネットワーク機器が老朽化しております

ので、そちらの更新ということで、外の施設のＷｉ－Ｆｉの環境の整備とはまた別のネ

ットワーク機器の更新という内容になってございます。 

〇吉田（千）委員長　私のほうから１点お伺いをします。人事課の武井課長にお伺いし

ます。６３ページのストレスチェック事業委託料は、平成２８年からとお伺いしました

が、この事業をすることによって、どのようにストレスチェックをしたことがですね、

ストレスを減らすために生かされているのか。その辺、お伺いできればというふうに思
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います。 

〇武井人事課長　こちらは、平成２７年の１２月から行っておりまして、実際今、パソ

コンもしくはスマホからストレスチェックができるようになっておりまして、概ね７、

８割強の職員にやっていただいております。特に、一応その結果が出まして、高ストレ

スの職員に対しては、やはり、産業医の面談等も含めて、ケアを行っております。今後

ももう少し受診率を上げるような形で、周知をしていきたいと思っております。 

〇吉田（千）委員長　分かりました。要はパソコンから皆さんがストレスチェックがで

きるシステムを作っていますっていうのはこの事業なんですね。それで、確認ですけど、

それが８割強の方が受けていると、高ストレスがある方は受診をしっかり進めているよ

と。そういう状況にあるということなんですね。今おっしゃっていただいたように、そ

の利活用をしっかり図るのと、それから、この高ストレスを受けた方がきちっと受診を

されているのかどうか、その辺についてはいかがでしょうか。 

〇武井人事課長　やはり必要な方に関しては医療機関への受診を勧めたりはしてますし、

あとは所属長に対しても、ストレスチェックの分析結果の研修などを行っておりまして、

そういう形で現在行っております。 

〇吉田（千）委員長　ありがとうございます。コロナ禍、大分緩んではきているものの

ですね、この３年間、皆さんいろんな意味で大変な中でお仕事をされてるかと思います。

さらに、こうしたことを進めていただきながら、いかにストレスを減らして、快適な作

業ができるのか。また、市民にとって、皆様が応対ができる、そういうふうになること

を望んでおりますので、今後ともよろしくお願いします。以上です。その他ございます

か。 

（「なし」という声あり） 

〇吉田（千）委員長　それでは、ここで説明員交代のため、暫時休憩といたしたいと存

じます。４０分から再開をしたいと存じますのでお願いをいたします。 

（休憩　午前１１時３４分） 

（再開　午前１１時４０分） 

〇吉田（千）委員長　それでは、休憩前に引き続きまして、会議を再開いたします。執

行部より順次説明を願います。 

〇佐野市民活動課長　市民活動課でございます。引き続き、７２ページをお願いいたし

ます。１１目市民活動費でございます。令和５年度は、９，０４２万１，０００円の計上

で、昨年度と比較いたしますと、４１１万１，０００円の増でございます。それでは、主

な内容につきまして、御説明をさせていただきます。はじめに、７節の報償費は、市内

１７１名の地区長の皆様にお支払いをしている地区長報償費でございます。１１節役務

費中の市民活動事業の保険料は、町内会行事や、市民体育祭など、その際のけがや事故

に対応するために加入している保険料でございます。１２節の委託料につきましては、

神立地区コミュニティセンター指定管理料でございます。１６節の公有財産購入費は、

国有財産の取得事業で、右籾四区ときわ児童館の用地について、令和５年度に市で国有

財産を取得し、取得後、速やかに右籾四区町内会に取得額と同額で売却するための土地
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の取得費用でございます。１８節負担金補助及び交付金中、地域公民館整備事業の補助

金、地域公民館建設費補助金につきましては、コミュニティ活動の拠点整備等に係る費

用についての補助金で、令和５年度は新築が１件、修繕が１件、土地の取得が２件、合

計で４件の補助金の交付を予定しております。つぎに、補助金の土浦市地区町連合会補

助金です。地区町連合会は、市内１７１町内の地区長の皆様で構成される団体で、地域

単位で１１ブロックに分かれております。この各ブロックで研修等を実施する際の補助

金等でございます。コミュニティ事業助成事業につきましては、住民が自主的に行うコ

ミュニティ活動の促進を目指し、活動に直接必要な備品等の整備に対し、一般財団法人

自治総合センターが宝くじの収益を活用して助成を行うもので、令和５年度は二つの町

内会へ補助金の交付を予定しております。つづきまして、７３ページに移っていただき

まして、１２目地区コミュニティ活動推進事業費は、協働のまちづくり推進に関するも

ので、令和５年度は１，４４２万８，０００円の計上で、前年度と比較いたしますと、２

５万円の増でございます。主な内容につきまして、御説明させていただきます。７節報

償費は、協働のまちづくりワークショップなどの講師謝礼でございます。１２節委託料

につきましては、ＮＰＯセミナー開催時の委託料及び市民活動情報サイトの管理運営委

託料です。１８節負担金補助及び交付金中、補助金は、まちづくり市民会議への補助、

中学校地区単位で組織いたします各地区市民委員会の補助でございます。また、協働の

まちづくりファンド事業補助金は、市民団体等が新たに実施するソフト事業に対し補助

を行うもので、令和５年度は新規２事業、継続２事業を計上させていただいております。

その下の提案型共助社会づくり支援事業は茨城県の事業でございまして、地域の喫緊の

問題解決に向けた取組を実施するＮＰＯや企業等に対しまして、県と市がそれぞれ対象

事業費の３分の１を助成するものです。令和５年度は上限５００万円の３分の１に当た

る１６６万６，０００円、１件分を要求させていただきました。なお、助成事業者につ

きましては、茨城県で開催いたします審査会を経て決定されます。７４ページをお願い

いたします。１３目国際交流費は、国際理解と国際交流の推進、多文化共生に関するも

ので、令和５年度は９６３万９，０００円の計上で、前年度と比較いたしますと、２６

万２，０００円の増でございます。主な内容につきまして、御説明させていただきます。

１節報酬につきましては、英語、ポルトガル語、中国語の通訳、翻訳の会計年度任用職

員の報酬です。１８節負担金補助及び交付金中、補助金の土浦市国際交流協会補助金は、

市民主体の国際交流を行っております国際交流協会の運営のための補助金です。また、

中学生交換交流事業補助金は、姉妹都市であるアメリカパロアルト市との交換交流に関

する補助金でございます。なお、ロシアのウクライナ侵攻により日本への避難を余儀な

くされております方々について、本市では９月末にウクライナの避難民１名を受け入れ

ており、この方に対する支援の一部として、通訳の手配、日本語の個別レッスンの提供。

日本語学校の授業料等について、ウクライナ避難民支援事業として、報償費等６７万６，

０００円を新たに計上させていただきました。つづきまして、７５ページの１４目男女

共同参画費は、男女共同参画社会の実現に向けた施策の推進に関するもので、令和５年

度は１，５１５万１，０００円の計上で、前年と比較いたしますと、７６６万７，０００
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円の増でございます。増の主な理由ですが、昨年の６月議会で増額補正をお願いし、９

月から新規事業として実施をしております女性のための寄り添い支援事業を引き続き実

施することにより、委託料が増えたことが主な理由でございます。それでは、主な内容

につきまして、御説明させていただきます。７節報償費は、各種講座の講師謝礼等です。

１２節委託料は毎週火曜日、毎月第２土曜日の月に５回実施しております専門相談員に

よるフェミニスト相談委託料、そして、主要事業でも御説明させていただきました女性

のための寄り添い支援事業実施に伴う委託料等でございます。１８節負担金補助及び交

付金の補助金は、令和４年に設立３０周年を迎えた土浦市女性団体連絡協議会への補助

金及び女性の就労やキャリアアップを支援するため、資格や免許を取得する際の経費の

一部を補助する女性の専門職資格取得等支援事業の実施に伴う補助金でございます。説

明につきましては、以上でございます。 

〇坂本生活安全課長　引き続き、７５ページをお願いいたします。１５目防犯対策費は、

防犯対策事業として支出するものでございます。ＪＲ荒川沖駅と神立駅に設置してあり

ます防犯ステーションまちばんの職員の報酬や、町内会等が管理しております防犯灯の

設置や電気料の補助などでございます。主な支出としましては、１節報酬がまちばんの

職員１２名分の報酬でございます。職員は、警察官ＯＢで荒川沖と神立駅、それぞれ６

人による交代制で、二人の駅勤務体制により、３６５日午後１時から午後１０時まで開

設し、防犯に努めております。１４節工事請負費は、県補助金を活用して、当初計画と

しまして、市内に新規で防犯カメラを桜町、木田余等に設置する４台分の工事費と、既

存の設置の防犯カメラ３台分の更新工事費となっております。１８節負担金補助及び交

付金の補助金は、町内会等が設置管理するＬＥＤ防犯灯の新設及び修繕をする際の設置

費等の補助金と、それらの防犯灯の電気料金の補助金となっております。電気料金につ

きましては、前年度より約６００万円ほど増額となっております。７６ページをお願い

いたします。１６目空家等対策費は、空家等対策推進事業として支出するものでござい

ます。主な支出としましては、１１節役務費の手数料は、所有者不存在の空家に対し、

市が利害関係人として家庭裁判所へ相続財産管理人の選任を申し立てる費用の１件分で

ございます。１４節の工事請負費は、特定空家の所有者に再三の安全管理の指導を行い、

それでも応じない場合は、建物の解体撤去を行うことになる行政代執行の案件１件分の

特定空家等解体撤去工事費と、管理不全等の緊急的な応急措置の費用となっております。

１７目交通安全対策費は、交通安全対策事業と、それから、自転車対策事業、幼児二人

乗り同乗用自転車購入費補助事業、神立駅西口自転車駐車場整備事業の支出となります。

主な支出としましては、１節報酬は、自転車対策事業の土浦駅及び荒川沖駅前での放置

自転車対策として、両駅の東西口で毎週月曜から金曜の午前６時から８時４５分まで自

転車放置禁止区域で立哨指導を行っている任用職員の４名分の報酬でございます。１０

節の需用費は、交通安全対策事業の貸出し用のチャイルドシートの買替え費や、市内の

カーブミラー、路面標示の修繕費用、それと、自転車対策事業の自転車駐車場の修繕等

からなるものでございます。１２節委託料の主な支出としましては、交通安全対策事業

の通学路電柱表示盤設置委託料は、５年で更新する電柱の通学路表示盤の製作及び取替
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え費用を東電に委託するものと、自転車対策事業の放置自転車撤去委託料で、シルバー

人材センターに委託して放置自転車を撤去し、保管場所への移送するものが主なものと

なっております。１４節工事請負費は、交通安全対策事業の速度注意や、学童注意など

の路面への文字表示の設置と、それから、カーブミラーの設置工事費は、カーブミラー

の新設の費用となっております。１８節の負担金補助及び交付金は、交通安全対策事業

の各種団体への補助金が主なものとなっております。それから、２１節補償補填及び賠

償金は、神立駅西口自転車駐車場整備事業で、平成３０年度に神立一部事務組合より、

神立西口土地区画整理事業の土地の一部を自転車駐車場用地の一部として取得したこと

によりまして、来年度取得した土地の換地後、清算金が発生することになるため、神立

一部事務組合に対して支出するものでございます。説明は以上です。 

〇羽成市民課長　同じくサイドブックス７７ページの下段の部分をお願いいたします。

１８目支所及び支所及び出張所費について、御説明いたします。支所及び出張管理事業

につきましては、市内５か所の支所及び出張所に係る業務運営費となります。令和５年

度は２，７２３万６，０００円の計上で、前年度と比較しまして、２５２万５，０００

円、約１０パーセントの増となっております。増の理由といたしましては、各支所出張

所の光熱費の増が主なものとなります。それでは、主な内容について、御説明させてい

ただきます。１節報酬につきましては、会計年度任用職員１２人分の人件費となります。

３節職員手当等につきましては、会計年度任用職員のうち、月額報酬者９人に対する期

末手当となります。８節旅費につきましては、支所出張所は公用車がないことから、事

務連絡や研修会参加の際に、自家用車を使用することから、その際の旅費及び会計年度

任用職員の通勤手当となります。１０節需用費につきましては、光熱水費や消耗品とな

っております。１１節役務費につきましては、南支所の案内広告看板の広告料で、国道

６号線沿線に設置しております。１２節委託料につきましては、支所出張所に係る機械

警備や清掃などの定期的な委託料となっております。１３節使用料及び賃借料につきま

しては、テレビの受信料と玄関マットなどの清掃用具使用料でございます。市民課から

の説明は以上でございます。 

〇平井総務課長　総務課でございます。１９目公平委員会費、公平委員会管理運営事業

につきましては、地方公務員法に基づく人口１５万人以下の市町村に設置されるもので、

職員の勤務条件に関する措置要求や職員に対する不利益処分に係る裁決を行う機関とし

て、現在３名の委員がおりますが、７８ページにわたりまして説明欄に記載のとおり、

委員への報酬や会議負担金などでございます。公平委員会費の説明は以上でございます。 

〇皆藤防災危機管理課長　２０目防災費について、説明させていただきます。令和５年

度の予算につきましては、昨年度より４１．５パーセントの減ということでございます。

主な理由といたしましては、令和４年度ですね、保健センターへの非常用発電設備の設

置工事を実施したということでございます。それでは、各事業の主なものについて説明

をさせていただきます。まず、地域防災体制整備事業でございます。この事業は、防災

会議の開催、各種研修会等の参加を通じまして、各関係機関との連携強化を図ることを

目的としたところでございます。１節の報酬につきましては、防災会議時における委員
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報酬等でございます。１８節の負担金補助及び交付金、こちらの負担金でございますが、

茨城県被災者生活再建支援システム運営負担金でございますけれども、こちらは災害時

の罹災証明書の発行、被災者の台帳整備を同時並行で行うシステムございます。茨城県

が中心となりまして県内統一で整備したもので、災害時には行政の枠を超えて横断的な

総合支援を図るものでございます。運営費の半分を県、あと半分を市町村が負担するも

のでございます。つぎに、地域防災力強化事業でございます。この事業は、自主防災組

織や地域防災サポーターの育成をすると共に、地域の防災活動を支援いたしまして、地

域防災力の強化を図ることを目的としているものでございます。７節報償費につきまし

ては、防災サポーターの研修会時の講師謝礼等でございます。１０節の需用費、消耗品

につきましては、防災サポーターの帽子、防災ベスト等の購入費用。１８節負担金補助

及び交付金の補助金でございます。３番目に記載の自主防災組織運営事業補助金でござ

いますが、令和４年度までは運営事業補助金、それと訓練補助金の二本立てでやってい

たものを、令和５年度より、一本に統一したものでございます。補助率は３分の２、上

限額は５万円でございます。つぎに、防災意識普及啓発事業でございます。この事業は、

防災訓練、防災講演会やハザードマップ、広報紙などを活用いたしまして、市民の防災

意識の向上を図ることを目的としているものでございます。１節の報酬でございますが、

防災訓練時に消防団員に協力していただいておりまして、その際の手当５０人分でござ

います。１１節役務費の広告料でございますが、こちらは土浦駅周辺から避難所である

土浦小学校までの避難誘導看板２４枚を電柱に設置しておりまして、その使用料という

ことでございます。１２節委託料でございます。総合防災訓練会場設営委託料につきま

しては、訓練会場のテント、机、椅子等の設営を行うための委託料でございます。洪水

ハザードマップ作成委託料につきましては、茨城県におきまして県内の中小河川等の浸

水想定区域の指定、区域の策定を今進めておりまして、本年度中に市内を流れます七本

の中小河川につきましても、指定と区域図の作成がされますことから、現在の霞ヶ浦と

桜川に七本の中小河川を加えた新たな洪水ハザードマップを作成するための委託料でご

ざいます。計上した予算の半分につきましては、社会資本整備総合交付金を活用するも

のでございます。つづきまして、７９ページをお願いいたします。防災拠点防災設備整

備事業でございます。この事業は避難所防災倉庫など、防災拠点、耐震性貯水槽、防災

井戸などの給水設備を整備、防災対応の機能の強化を図ることを目的としているところ

でございます。１０節の需用費の消耗品、こちらにつきましては、防災倉庫の備蓄品で

ございますアルファ米ビスケット、飲料水等の購入費でございます。つづきまして、１

２節の委託料でございます。耐震性貯水槽保守点検業務委託料でございますが、市内に

６機設置してございますが、設置から古いものでは２７年が経過しておりますので、緊

急時確実に使用できるよう点検清掃を実施するものでございます。令和５年度につきま

しては土浦三中の貯水槽の点検、清掃を実施するものでございます。１７節の備品購入

費でございます。こちらにつきましては、平成６年から平成１０年に整備いたしました

防災倉庫につきまして、老朽化が著しいことから計画的に更新するもので、２基分の予

算を計上したものでございます。つづきまして、情報伝達体制整備事業でございます。
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この事業は防災行政無線、ＩＰ無線など情報伝達手段の整備によりまして、市民への情

報発信体制、関係機関との連絡体制を確保することが目的でございます。１０節の需用

費、光熱水費は、屋外拡声子局２１５基のうち、民地に設置しております１６７基の電

気代でございます。１１節の役務費の手数料は、戸別受信機の設置依頼などが市民から

あった場合、その設置にかかる費用でございます。１３節使用料及び賃借料でございま

す。こちらにつきましては、防災屋外広告ですね、民地に設置しております５７基の借

地料でございます。システム使用料でございますが、こちらにつきましては防災災害時

の職員間の連絡に使用するＩＰ無線のシステム使用料、それと防災無線アプリのシステ

ム使用料でございます。１４節工事請負費につきましては、防災行政無線改修工事費で

ございますが、こちらは防災の屋外子局のバッテリー耐用年数が５年であるため、毎年

２４基の交換を実施しているものでございます。説明は以上でございます。 

〇平井総務課長　２１目人権と平和事業費、人権と平和事業につきましては、市内の中

学生や市民代表を広島市の平和祈念式典に派遣するほか、人権と平和の集いを開催する

など、平和関連事業を行ってまいります。主な経費といたしましては、７節報償費、８

節旅費でございまして、平和使節団２０名分と随行の市職員２名分の交通費、宿泊費と

なってございます。人権と平和事業費の説明は以上でございます。 

〇山口財政課長　つづきまして、２２目財政調整基金費。８０ページにまいりまして、

２３目市債管理基金費、２４目土地開発基金費、２５目公共施設等総合管理基金費につ

きましては、いずれもそれぞれの基金に利子等を積み立てるため、科目計上するもので

ございます。２５目までの説明は以上でございます。 

〇吉田（千）委員長　それでは、ここまでで御質問のある方はお願いいたします。 

〇久松委員　７５ページの女性のための寄り添い支援事業の内容について説明してくだ

さい。７６ページの管理不全空家の件数、それと防災士の有資格者の数、それと、防災

道路整備補助金の支給件数、それから、防災井戸の設置総数等について、お願いいたし

ます。 

〇佐野市民活動課長　はじめに、女性のための寄り添い支援事業について、御説明をさ

せていただきます。この事業は、社会的に孤立して困難や不安を抱えている女性に対し

て、社会との絆やつながりの回復を図ることを目的に、各種相談や居場所の提供、ハロ

ーワーク等への同行などを、個人の方に寄り添った細かい支援を実施しております。具

体的には、相談業務として、月曜日から土曜日まで１０時から１６時までの対面相談。

電話での相談は、同じく月曜日から土曜日の１０時から２０時まで。そしてメールやＬ

ＩＮＥの相談なども実施しております。また、アウトリーチ型支援といたしまして、な

かなか相談に出向けない女性に対しては、こちらからお伺いして、相談を伺うというよ

うな事業も実施しております。また、居場所の提供といたしましては、中央一丁目に寄

り添い土浦というような場所を用意して、気軽に立ち寄れる場所を提供してるような事

業でございます。以上です。 

〇坂本生活安全課長　管理不全の空家の件数なんですが、今年度、空家対策計画の見直

しの年度に当たっていることから、市内全域の空家の実態調査を行っておりまして、結
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果、正確な数値は今現在積算中なんですが、現時点での概算で、市内全域の空家の件数

が約２，７００件、そのうち、適正に管理されているのが１，９００件、管理不全の空家

が約８００件というようなことになると思われます。 

〇皆藤防災危機管理課長　防災危機管理課でございます。まず、一つ目の、防災井戸の

数ですけれども、今現在８７でございます。つづきまして、防災士の有資格者でござい

ます。全国ですと２５万４４０人、茨城県で５，３１２人、土浦市内は２２１名でござ

います。こちらにつきましては、令和５年２月末現在の数字でございます。井戸につい

ては、６２の町内会が補助を活用しているところでございます。令和５年度は、何もな

い所に井戸を作りますよと言っている町内会が２町内会、それと、今既存の井戸を町内

会の防災井戸として作ると言っているところが１町内、合計で３町内になります。 

〇海老原委員　７２ページの神立コミュニティセンターなんだけど、全国的にコミセン

をその地域の方が管理している所があるんだけど、高齢化が問題になってきてるので、

神立コミュニティセンターもやはり地域の人も管理しているんだけど、その点は大丈夫

ですか。 

〇佐野市民活動課長　御紹介ございましたように神立地区コミュニティセンターにつき

ましては、地元の管理組合を作っていただいて管理をしていただいております。今高齢

化の問題ということでお話がございましたが、現段階では、そういったお話は市のほう

には入ってきてございません。 

〇海老原委員　７４ページの国際交流推進事業。今年もパロアルトとの交流は難しいか

な。 

〇佐野市民活動課長　今交換交流の御質問ございました。今年の３月の市がパロアルト

に行く事業は中止をさせていただいたところです。しかしながら、６月の受入れについ

ては、パロアルト市側の強い意向、パロアルトの代表の方が土浦に来て現状を見た段階

でちょっと厳しいかなという話があったんですけども、是非、片道交流でもいいから、

土浦に６月は行きたいというお話がございまして、今現在、６月の受入れ、片道のみで

はございますが、受入れ日数、そして、受入れの人数等を減少した形で６月の片道交流

を実施したいということで、今事業を進めている状況です。以上です。 

〇海老原委員　もう１点、自転車対策とあるんですが、今年の４月から自転車のヘルメ

ット着用が努力義務になるんだよね。それに対して土浦市はどのような対応をするのか、

今の所考えてないのかな。 

〇坂本生活安全課長　確かにヘルメットの着用が努力義務ということになりますので、

近隣市町村のほうで自転車のヘルメット等の購入補助がどのような現状で行われている

かということを調査しまして、今後考えていきたいというふうに考えております。 

〇吉田（千）委員長　それでは、私のほうから２点ですね、７６ページ、佐野課長にお

伺いします。女性の専門職資格ということなんですが、これは今年、この予算はどのぐ

らい何名くらい予定されているのかということと、どのような職種を想定されているの

か、また、これでなければ該当しないよというようなことがあるのかどうか、まずその

１点をお伺いします。 
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〇佐野市民活動課長　女性の専門職取得支援事業について、御質問いただきました。実

績で申しますと、令和５年度の予算なんですけども、１５万円、１人５万円で１５名分

という形で計上させていただいております。また、実績でございますが、令和３年度に

つきましては、様々な資格講座等ございますが、やはり介護の資格、保育士等の資格の

取得の方が多く、１６件の実績がございます。また、今年度につきましては、この資格

というのは３月末までに取得するという方が非常に多いものですから、３月になって本

当に立て続けに資格職の方の認定をしているような状況なんですけども、１５名を超え

るような勢いになっております。予算的には、資格の取得については、高い資格、講座

を受けるのに安い資格というのがございますので、予算の範囲内で何とかできるかなと

考えているところです。資格の種類でございますが、様々な資格の種類がございます。

令和４年度の実績といたしましては、精神保健福祉士、社会福祉士、衛生看護士、公認

心理士、ベビーヨガインストラクター等の資格、様々な資格を取られた方がいらっしゃ

います。以上です。 

〇吉田（千）委員長　皆さん、資格取得に向けて、女性の自立ということもあるのかと

いうふうに思います。しっかり支援をしていただきたいと存じます。それから、もう１

点。先ほど久松委員からもお話がありました女性のための寄り添い支援ですが、こちら

は、委託先はどこでしたでしょうか。もう１回確認をしておきたいと思います。 

〇佐野市民活動課長　ＮＰＯ法人スポーツ健康支援センターになります。場所は中央一

丁目１０の８でございます。 

〇吉田（千）委員長　中央一丁目の１０の８ですね。ありがとうございます。とにかく、

各部局につながりながら、必要な支援に努めていただきたいというふうに思いますので、

よろしくお願いいたします。以上です。その他ありますか。 

（「なし」と言う声あり） 

〇吉田（千）委員長　ないようでございますので、以上といたします。大変にお疲れ様

でございました。ありがとうございました。暫時休憩いたします。それでは、委員の皆

様、午後１時１５分から再開したいと存じますので、よろしくお願いいたします。 

（休憩　午後０時１５分） 

（再開　午後１時１５分） 

〇吉田（千）委員長　それでは、休憩前に引き続き、会議を続行いたします。執行部よ

り順次説明を願います。 

〇川上課税課長　予算書の８０ページの下の部分からになります。よろしくお願いしま

す。２項徴税費について説明させていただきます。１目税務総務費は、固定資産評価審

査委員会並びに課税課、納税課職員の人件費に関する計上でございます。つづきまして、

８１ページをお願いいたします。２目賦課費でございます。前年比は１８４万５，００

０円、３．１パーセントの減でございます。前年度と比較して大きく変わったところを

説明させていただきます。説明欄の固定資産税関係事業の１８節負担金補助金及び交付

金の一番下、茨城県市町村共同システム整備運営協議会負担金の８０２万４，０００円

についてでございますが、こちらはこの協議会が行っております空中撮影をしたデータ
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をいただきまして、業務に活用するための負担金でございます。この空中写真データで

ございますが、３年ごとの固定資産税の評価替えにおける、土地の利用状況、家屋の新

築増築等の変化を確認し、正確に課税していくための資料とするものでございます。こ

のデータは、市役所全体で使用することができるＧＩＳというシステムで、都市計画な

ど他の業種でも活用していたことから、令和２年度まで３年に１度の計上なので、前回

までのは２年度になりますが、それまでは２款総務費、１項総務管理費、１０目事務管

理費の１８節で予算化していたものでございます。固定資産税の賦課資料の性格が強い

ことから、５年度からは課税課での予算措置をすることになったものでございます。つ

づきまして、そのページの一番下、キャッシュレス決済事業についてでございます。８

２ページの説明欄にまたがっておりますけれども、昨年の１２月からスタートいたしま

した税関係の証明書発行等のキャッシュレス決済事業の１１節役務費やカード決済の手

数料、１３節使用料及び賃借料がインターネットの使用料でございます。その下、軽自

動車税システム整備事業、１８節の負担金補助及び交付金９９万１，０００円につきま

しては、地方税共同機構が今年の１月からスタートさせましたシステムで、オンライン

で軽自動車の登録ができるようになることや、市がこのシステムと連携することにより

まして、検査機関での納税データを確認できるようになるため、継続して車検を受ける

時の納税証明書の提出がいらなくなるという手続きの軽減が図られるというものでござ

います。実際の支払いは８１ページにある市民税関係事業の中の１８節の地方税共同機

構負担金と一緒に支払いをさせていただくものでございます。つぎに、その下ご当地ナ

ンバープレート作製拡大事業についてでございます。この事業は市のＰＲや郷土愛の醸

成を図る目的で導入しております。５０ｃｃ以下の原動機付自転車のつちまるデザイン

のナンバープレートが好評をいただいていることから、９０ｃｃ、それから１２５ｃｃ

の原動機付自転車まで拡大するというものでございます。課税課は以上です。 

〇北島納税課長　３目徴収費につきましては、前年度比１億２，８０１万１，０００円

の増となってございます。これは、昨年度まで市税の過誤納返還金を、総務管理費の中

で計上しておりましたが、本年度より徴収費の中の収納関係事業の中で計上することに

変更したことによるものでございます。それでは、徴収費について事業ごとに主なもの

を説明させていただきます。収納関係事業は、市税等の収納に係る経費でございます。

大きなものでは、１１節役務費の中の手数料は、郵便振替やコンビニ収納、オンライン

収納などの手数料でございます。１２節委託料の一つ目は、電話催告などを行うコール

センターの委託料。１８節負担金補助及び交付金の二つ目は、市において対応が困難な

案件について、債権回収をお願いしている茨城租税債権管理機構への負担金。２２節償

還金利子及び割引料は市税の過誤納返還金で、予算は過去の平均額によって算出したも

のでございます。つづきまして、ふるさと土浦応援寄付事業は、本市で実施しておりま

すふるさと納税事業に係る経費でございます。委託料が主なものとなっておりまして、

さとふるとその他のサイトを取りまとめる中間事業者に対するものなどで、寄付の受付

や受領証明書の発行、返礼品の購入、発送などを委託してございます。８３ページに移

りまして、債権管理事業でございます。対応が困難な債権に対し、弁護士へ訴訟委託を
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行う委託料が主なものでございます。徴収費の説明は以上でございます。 

〇羽成市民課長　同じくサイドブックス８３ページの中段の所をお願いいたします。３

項戸籍住民基本台帳費、１目戸籍住民基本台帳費でございます。戸籍住民基本台帳関係

事業は、市民課の営業運営に要する経費となります。令和５年度は２億９，６８０万５，

０００円の計上で、前年度と比較し１，６０２万２，０００円、約５．７パーセントの増

となっております。増の大きな理由といたしましては、戸籍住民基本台帳関係事業の郵

便局からの証明書交付で日本郵便局の料金改定に伴う増額、また、マイナンバー関係事

業のマイナンバーカードの申請交付事務が増加したことにより、職員を人材派遣会社へ

委託し、増員したことに伴う増が主な理由となります。それでは、主な内容について御

説明いたします。職員人件費は、市民課職員２５名分の給料職員手当、共済費でござい

ます。つぎに、戸籍住民基本台帳関係事業の１節報酬につきましては市民課の窓口に従

事する会計年度任用職員の１３人分の人件費となります。３節の職員手当等は、会計年

度任用職員１０人の月額報酬者に対する期末手当となります。１０節需用費につきまし

ては、プリンタトナーなど窓口業務で使用する消耗品代のほか、証明書発行に使用いた

します偽造防止が施された地紋紙などの購入費用が主なものとなります。１１節役務費

につきましては、山ノ荘小、宍塚、中村の３郵便局における住民票、印鑑登録証明書等

の証明書発行に係る手数料が主なものでございます。つぎに、１２節委託料でございま

す。委託料は、戸籍情報総合システムの保守点検委託のほか、日曜窓口番号表示システ

ムの保守委託料となります。１３節使用料及び賃借料は、コピー機などを借上料のほか、

戸籍情報総合システムのハード、ソフトのシステム使用料、パスポート用の収入印紙証

紙発券の借上料等の使用料でございます。１７節備品購入費につきましては、転出証明

書等の様式の平準化に伴い、ＱＲコードを転出証明書等に記載することになりますので、

ＱＲコードをリーダーの購入費用となります。その下の１８節負担金補助及び交付金に

つきましては、水戸地方法務局土浦支局管内７市町村で組織いたします土浦戸籍協議会

への負担金及び住民票等の証明書等のコンビニ交付に伴い発生する市町村負担金となり

ます。つぎに、マイナンバー関係の費用でございます。報酬につきましては、会計任用

職員１６人の人件費となります。つぎに、１２節委託料は人材派遣委託料、マイナンバ

ーカードの申請交付が昨年７月から今年の２月までの期間で、申請件数が約３万５，０

００件ございました。マイナンバーカードは、平成２８年から昨年の６月までで約７年

間でトータル約７万件で、その約半数が半年間の申請となっております。そのため、カ

ードの申請交付の一部を人材派遣会社に委託し、派遣職員を４名増員しております。令

和５年度もそれを継続するものでございます。令和５年２月２８日現在の申請者数は１

１万４，６８７人、人口の８１．２パーセントが申請しております。交付率は６５パー

セントとなっております。国は６３．５パーセント、県全体では６２．３パーセントと

なっております。つぎに、キャッシュレス事業でございますが、昨年１２月から始まり

ましたキャッシュレス決済に伴うプロバイダーへの利用料となっております。市民課か

らの説明は以上でございます。 

〇平井総務課長　２目住居表示整備費、住居表示整備事業につきましては、住居表示案
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内版の修理費や行政区表示盤の撤去工事費などでございます。住居表示整備の説明は以

上でございます。つぎに、２款の総務費、４項選挙費、１目選挙管理委員会費、選挙管理

委員会運営事業につきましては、選挙管理委員会の委員報酬及び事務経費にかかるもの

でございます。つぎに、８５ページをお願いいたします。２目市議会議員選挙費、市議

会議員選挙事業及び８５ページから８６ページにかけまして、３目の市長選挙費、市長

選挙事業につきましては、今年予定されております選挙に係る費用でございます。主な

経費としましては、選挙事務従事者への人件費やポスター掲示板の購入、ポスター掲示

板の設置及び撤去委託、さらには、入場券の作成、投票所でのパソコンレンタル等に関

わる選挙執行関連の電算等委託料及び選挙公営費の負担金等でございます。同８６ペー

ジでございます。つぎに、２款総務費、５項統計調査費、１目統計調査総務費、統計管理

事業でございます。こちらは、統計事務に携わっております統計調査員の表彰関係の費

用や、茨城県統計協会の負担金などとなってございます。２目国基幹統計調査費、国機

関統計事業につきましては、前年度比で約１７３パーセント増、４３３万５，０００円

の増となってございますが、これは、令和５年度に実施をいたします住宅土地統計調査

の指導員及び調査員数が、昨年度に実施いたしました就業構造基本調査時の指導員及び

調査員数より増加したことによるものでございます。主なものとしましては、調査員の

報酬や消耗品費などの諸経費などとなってございます。総務課からの説明は以上でござ

います。 

〇藤井監査事務局長　６項監査委員費について御説明いたします。８７ページの下段を

お願いいたします。１目監査委員費につきましては、監査事務に係る経費でございます。

主な節について御説明いたします。説明欄の２項目、監査事務事業の１節報酬につきま

しては、監査委員２名の報酬です。１２節委託料は、工事監査を行う際、専門技術者に

工事技術調査を業務委託する費用です。１８節負担金補助及び交付金の負担金は、各都

市監査委員会の負担金及び監査委員事務局職員が研修等へ参加する際の出席負担金です。

監査委員費の説明は以上でございます。 

〇坂本生活安全課長　予算書９９ページをお願いいたします。３款民生費、１項社会福

祉費、７目消費者行政費は、職員の人件費と、それから消費者保護対策事業からなるも

ので、消費生活センターにおける相談業務や啓発活動に伴う経費でございます。１００

ページをお願いいたします。１節報酬は消費生活相談員３名分と会計年度任用職員１名

分の報酬でございます。１２節委託料は、土浦市消費生活連絡協議会に委託します消費

生活展開催の委託料でございます。以上でございます。 

〇羽成環境衛生課長　環境衛生課でございます。１２１ページをお願いいたします。４

款衛生費、２項環境衛生費及び３項清掃費につきまして、御説明申し上げます。まず、

２項１目の環境衛生総務費でございますが、こちらは、環境美化や害虫駆除などに係る

経費でございます。令和５年度は３３７万円の減となってございます。要因といたしま

しては、合併処理浄化槽の設置事業費補助金におきまして、これまで森林湖沼環境税を

活用し、県独自の上乗せ対象となっておりました浄化槽の方が対象外となったことに伴

うものでございます。その他経費につきましては、同程度の計上となってございます。
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１２節委託料でございますが、こちらは道路側溝の汚泥の悪臭等による下水清掃委託を

はじめ、記載の委託となってございます。つづきまして、１８節負担金補助及び交付金

でございます。このうち、補助金につきましては、高度処理型浄化槽の設置に対する補

助を２２基分と単独処理型浄化槽の撤去や宅内配管工事に対する補助を１０基分でござ

います。つぎに、２目斎場費でございます。令和５年度は火葬炉の改修工事により微増

となってございます。１３節使用料及び賃借料は、葬祭業者がインターネット経由で空

き状況の確認や、予約を行う際の予約案内システムの使用料でございます。１４節工事

請負費につきましては、火葬炉の冷却用空気送風機と、誘引排風機の風圧制御インバー

タ交換を行う費用となってございます。つづきまして、３目市営霊園費でございます。

こちらは、市営霊園４か所の管理費用でございまして、本年度同程度の計上となってご

ざいます。１２節委託料は、シルバー人材センターへの霊園管理業務をはじめ、ごみの

回収や清掃などの維持管理業務でございます。２２節の償還金利子及び割引料につきま

しては、墓地返還に伴う永代使用料や管理料の還付金でございます。恐れ入ります１２

２ページをお願いいたします。３項清掃費でございます。１目清掃総務費は職員人件費

でございます。２目ごみ処理費でございますが、こちらは１２３ページにかけて記載の

とおり、各種ごみや資源物の収集運搬に係るごみ処理対策事業と、ごみの減量化や再利

用に係るリサイクル推進事業、そしてごみ処理施設検討調査事業と新治広域環境クリー

ンセンター解体事業の四つの事業の経費となってございます。まず、ごみ処理対策事業

でございますが、１１節役務費の手数料は、指定ごみ袋や粗大ごみ処理券の取扱店に支

払う販売手数料などでございます。１２節委託料は、家庭から出る燃やせるごみや燃や

せないごみ、生ごみなどのごみ収集運搬をはじめ、町内で分別収集されます缶や瓶、新

聞などの資源物収集運搬、また、ごみ袋の製造から受注など、ごみ処理に係る各種業務

となっております。１２３ページをお願いいたします。つぎに、リサイクル推進事業で

ございますが、７節報償費は、子供会廃品回収事業奨励金と庁内分別収集還元金となっ

てございます。１２節委託料でございますが、こちらはペットボトルや容プラの選別、

圧縮梱包をはじめ、生ごみのメタン発酵や堆肥化の処理など、リサイクルにかかる各種

業務でございます。つぎに、１８節負担金補助及び交付金でございます。補助金につき

ましては、生ごみ処理容器購入に対する補助金となっております。令和５年度は、電気

式７４基、コンポスト５０基、ＥＭぼかし１７基を見込んでございます。つづきまして、

ごみ処理施設検討調査事業でございます。本市のごみ処理施設の現状につきましては、

先日事前委員会の際に御説明申し上げましたとおり、供用開始から相当の年数が経過を

しておりまして、現在老朽化に伴う工事や修繕を行いながら稼動しているところでござ

いまして、篠塚委員からも御指摘ございましたように、早い時期に安定的なごみ処理の

継続に向けました様々な検討を行う必要があるところでございます。検討に当たりまし

ては、新たな施設の整備や、他市町村との広域化、外部委託など、あらゆる可能性があ

るところでございまして、様々な基礎データの整理や、ケースの検討など材料が必要と

なってまいります。そのようなことから、令和５年度、６年度の２年間をかけまして、

多様な視点から調査を行い、各種データの精査をしてまいりたいと存じます。委託料は
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その調査に係るものでございまして、債務負担の措置を併せてお願いするものでござい

ます。つぎに、新治広域環境クリーンセンター解体事業でございます。１８節負担金補

助及び交付金でございますが、新治広域事務組合解体費用負担金は、環境クリーンセン

ターの解体工事に係る負担金となってございます。令和５年度は起債償還利子と、維持

管理費用分となってございます。つぎに、３目し尿処理費でございますが、こちらは、

市内のし尿収集等に係る経費となってございまして、１１節役務費は、し尿くみ取り券

の取扱店に支払った販売手数料などでございます。１２節委託料のし尿くみ取り委託に

つきましては、市内全域のし尿収集を行い、汚泥再生処理センターへ搬入しているもの

でございます。４目汚泥再生処理センター費でございますが、こちらは、施設の維持管

理や運営に係る経費となっておりまして、令和５年度は３，４９２万１，０００円の増

となってございます。要因といたしましては、施設の瑕疵担保期間が終了となりまして、

次年度以降、施設性能の確保をしていくための定期整備や、保守に係る費用が発生する

ことによるものでございます。１２節委託料では、御案内のとおり、次年度からの長期

包括業務開始に伴いまして、公用車の経費など除き薬品などの消耗品から、施設の管理

運営、保守点検に至ります委託など一括しまして、長期包括的運営委託料として計上し

てございます。加えまして、運営事業者による業務の実施状況を要件水準に照らしまし

て監視します第三者モニタリングの委託、こちらを行うものでございます。つづきまし

て、５目清掃センター費でございますが、こちらは１２４ページ、１２５ページにかけ

まして記載のとおり、施設の運営維持管理に係る清掃センター維持管理事業と、最終処

分場維持管理事業、そして、計画的な埋立て容量確保に係る最終処分場埋立て地基幹整

備事業の三つの事業の経費となってございます。令和５年度は、１億５，２９８万２，

０００円の増となってございますが、こちらの要因といたしましては、特にエネルギー

価格の高騰に伴います光熱水費の倍増や、焼却灰の外部処理量増、そして、粗大ごみ処

理施設の設備更新工事や、最終処分場の盛土工事などによるものでございます。その他、

本年度と同程度の計上となってございます。まず、清掃センター維持管理事業でござい

ますが、１０節需用費のうち、消耗品費につきましては、施設運転に必要な工業薬品類、

そして危機管理用の部品購入が主なものでございます。１２４ページをお願いいたしま

す。１２節委託料は、ごみの焼却や、粗大ごみの処理などを施設の運転管理業務をはじ

め、各種法定検査や、保守管理等に係る３０件の業務でございます。１４節工事請負費

につきましては、施設維持に必要な定期整備が主なものでございますが、粗大ごみ処理

施設、定期整備工事におきましては、その中に、特に老朽化の著しい破砕機や排出コン

ベアなどの更新工事を合わせて計上させていただいております。なお、破砕機等の更新

工事につきましては、２か年での実施となりますことから、継続費の設定をお願いする

ものでございます。１２５ページをお願いいたします。最終処分場維持管理事業でござ

います。１２節委託料は、水処理施設の運転管理をはじめ、各種法定検査や保守点検、

そして、今年度から行っております焼却灰の外部処理などを１２件の業務となってござ

います。最後に最終処分場埋立て地基幹整備事業でございます。１０節需用費のうち、

消耗品は中間覆土の購入でございます。１２節委託料は、正確に埋立ての進捗度合いな
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どを把握するための残余容量の調査業務。そして、１４節工事請負費につきましては、

埋立て地上流部分の盛土工事となってございます。説明は以上でございます。 

〇室町環境保全課長　１２６ページをお願いいたします。４項環境保全対策費、１目環

境保全対策費でございます。主に公害防止、地球温暖化対策、霞ヶ浦の水質浄化などを

目的としたものでございます。主な内容について説明いたします。説明欄による事業ご

とにさせていただきます。まず、２段目の環境政策事業です。主に土浦市環境計画の推

進に係るもののほか、地球温暖化対策、省エネ法におけるエネルギー使用量の管理など

を目的した事業でございます。１２節委託料でございます。主な委託としまして、１項

目め、環境基本計画推進委託料は、土浦市環境展をはじめとした様々な環境施策を市民

協働のもと推進する事業で、環境基本計画推進計画協議会に委託して実施しているもの

でございます。なお、令和５年度の環境展は１０月７日に、今年度と同様に霞ヶ浦文化

体育館を会場として消費生活センターの合同開催を予定しております。次の段、住宅用

配慮型設備導入補助事業です。１８節負担金補助交付金の住宅用環境配慮型設備導入補

助金につきましては、太陽光と連携している蓄電システムの設置に対する補助金で、１

件当たり５万円、合計で３０件分の予算計上でございます。次の段、環境対策事業です。

主に公害防止対策などを目的としたものでございます。１１節役務費につきましては、

騒音計や振動計、放射線測定機器等の機器の校正手数料でございます。１２節委託料で

ございます。１２７ページを御覧ください。主な委託としましては、１項目、公共用水

地域及び工場事業場等水質分析委託料については、公害を未然に防止するとともに、水

質保全に資するために、霞ヶ浦及び流入河川の水質や特定施設を有する排出基準適用の

向上や、公害防止協定締結事業所の排水の水質分析業務でございます。次の段、霞ヶ浦

水質対策事業です。主に水質浄化対策を目的とした事業でございます。１２節委託料で

ございます。主な委託料として、１項目め、廃食油拠点回収委託料は、毎月４回、スーパ

ー等の各回収拠点場所に集積された廃食油の回収及び入替え作業を行うもので、シルバ

ー人材センターに委託するものでございます。１３節使用料及び賃借料です。環境教育

のための船舶、カヌー等の使用料でございます。次の段、不適正残土事案対策事業です。

この事業は、不適正残土事案に対応するための予算措置で、１０節需用費の消耗品は、

不適正残土事案を未然に防ぐための看板製作や、１３節使用料及び賃借料は、事案発生

した際の証拠の収集保全のための監視カメラの借上料を計上するものでございます。次

の段、生活排水対策推進計画改定事業です。この事業は令和９年度までの計画期間であ

る第三期土浦市生活排水対策推進計画が中間期間であることから、第三期計画の中間見

直しを行うものです。１節報酬は、計画を見直すに当たり、環境審議会の委員に計画を

審議をいただくための委員１４名の報酬でございます。説明については以上でございま

す。よろしくお願いします。 

〇吉田（千）委員長　ありがとうございました。それでは委員の皆様、ここまでで、御

意見、御質問はございますでしょうか。 

〇海老原委員　マイナンバーの関係です。２月は大変窓口が混んでいたようなんだけど、

３月に入っても窓口は混んでいますか。 
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〇羽成市民課長　３月に入りまして、窓口は大分少なくなりまして、待ち時間も時間帯

によって違うんですけれど、大体３０分ぐらいで待っていただければ、処理できるよう

な形になっております。以上でございます。 

〇海老原委員　先の説明の中で、それでも人材派遣について、今までと同じような人数

確保と聞こえたんだけど、その点は。 

〇羽成市民課長　２月の申請件数が９，４００件ほどございまして、その受付をした市

民の方が４月の中旬から５月のはじめにかけて、今度はカードを受取りに来ていただく

形になりますので、混雑することを想定している状況でございます。そのための派遣職

員を雇用しているものでございます。以上でございます。 

〇海老原委員　今の一つと、その派遣職員もずっとではないということですね。ある程

度人数多いといっても。１６人をずっと１年間雇用するというわけではないということ

ね。 

〇羽成市民課長　まだ、３万人ほどの方がマイナンバーカードの申請をされていない状

況でございますので、派遣職員については１年間の雇用という形で考えております。 

〇海老原委員　今の話もありますけど、これから申請のペースが落ちていくと思うんだ

よね。それについて対策はどう考えているのか。もう少し申請を上げようとする対策は。 

〇羽成市民課長　マイナンバーについては、電子証明書の更新が５年に１度、カードの

更新が１０年に１度ということで、ずっと継続するような感じになってきます。ある程

度、その職員を雇用しておかないと、一度に３万人もいらしていただきますと、対応が

困難でございますので、それについては、今後検討してまいりたいと考えております。 

〇海老原委員　いや、マイナンバーカードの申請ペースが落ちてくるから、それに対す

る対応はどうするんだということ。その点について答えてください。 

〇吉田（千）委員長　市民課長、マイナンバーカードの普及に向けて、あと３万人ぐら

い未申請者がいますが、それに対する対応はどのようにしていくのかということについ

てでございます。 

〇羽成市民課長　これからその３万人に対しましては、ＬＩＮＥやホームページ等によ

って広報等を進めていきたいと考えております。 

〇海老原委員　どちらかというと作らない、作ってない人は、数字が分からないけど、

お年寄りが多いと思っているんだけど、そういう人がＬＩＮＥとかね、そういうもので

は、やろうとしてもお年寄りは分からないよね。お年寄りに対してどんなふうにやるの

か。 

〇羽成市民課長　今、国のほうで、マイナンバーの高齢者に対しまして、法改正を検討

しているところでございます。一部情報が来ておりますが、高齢者に対してや、施設に

入っている方に対しましては、職員が出向いたり、あとは施設の代理人に申請してもら

うというようなことを、国のほうで検討している状況でございますので、その状況を見

て対応いたしたいと考えております。 

〇海老原委員　お年寄りを大事にしてください。以上です。 

〇羽成市民課長　はい。 
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〇篠塚副委員長　３点ほどお伺いいたします。まず、１点目。８２ページ、ふるさと土

浦応援寄付事業。４億なんですが、歳入で７億円あるよと。でも、歳出４億円とか３億

円が実数に入ってくると思うんですけども、その中で土浦市から、ふるさと納税減収に

なっている部分が２億円ほどあるというお話だったんで、結局１億円を増収するために、

こういう費用がかかるということで、これはもっと減ってしまうと減収ばかりになって

しまうということでよろしいですかね。だから頑張らないともう、どんどん減っていく

んで、４億円は毎年かかっていくということでよろしいんでしょうかね。 

〇北島納税課長　篠塚委員のおっしゃるとおり、歳入のほうで７億円、歳出で今回４億

円という形で見込んでおります。あくまでこちらは予算でございますので、４億という

形ですけれども、ざっくり半分ぐらいが必要経費でなくなるというような状況でござい

まして、例えば、１万円の寄付をいただいた場合に返礼品が３割、委託ポータルサイト

等の委託料等が約１割、それから、発送料が１割、約５割がなくなってくるというよう

なことで、残り５割が残るわけなんですけれども、その分を市外から寄付を増やすこと

で、拡大を図っていきたいというふうに考えてございます。 

〇篠塚副委員長　市外からの寄付を増やすのは当然なんですけども、市内から出て行く

お金があるから、それを頑張ってやらないと減っていくという。市外から増やすに当た

っての方策なども、この中で、考えているんですかね。 

〇北島納税課長　土浦市の状況なんですけれども、ふるさと納税の寄付の約８割が、３

事業者、肉の事業者が１事業者とお米の事業者が２事業者、この３事業者で８割を占め

ているといったような、ほかの市町村にはあまり例のないような状況でございますので、

逆に今回民間事業者に入っていただきまして、さとふる以外のポータルサイトの管理を

お願いする中で、目玉となる新商品の開発や協力事業者の発掘などをしていくことによ

って、そういった伸び代がまだまだ土浦にはあるかとは考えております。 

〇篠塚副委員長　出て行くお金が多く、抑えるというのはなかなか難しいと思うんで、

ふるさと納税を増やすという意味で、例えば、色々な企業でほかの市から土浦市に勤め

ている方はいらっしゃると思うんですが、その方にぜひ土浦のふるさと納税利用してく

れと、そういう宣伝方法も一つかと思うんで、よろしくお願いいたします。２点目、１

２６ページの住宅環境配慮型設備の導入なんですが、５万円の上限の補助金なんですけ

れども、これは購入するのにはかなりの金額のものを購入して、５万円というと、どの

ぐらいの補助率になるんですか。 

〇室町環境保全課長　私共で聞いている情報ですと、２００万円ほど設置費用がかかる

ということなので、その５万円ですので、微々たるものと言えば微々たるというところ

です。以上です。 

〇篠塚副委員長　かなり高額の設備投資に対して、補助はあるのはあるんですが、その

辺のところを購入される方に誤解がないように、そういう指導も必要かと思うんですね。

２００万円のものを付けると補助があるよと、何かたくさん出るような話になっても困

るんで、この辺のところもよく考えていただきたいのと、補助率をもう少し上げること

はできないかというのが、一つなんですけど、これは難しいでしょうか。 
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〇室町環境保全課長　今回、この補助金については、主に太陽光発電の業者から申請が

出てくる場合がほとんどです。行政の補助があるからつけませんかという営業が多分あ

るかと思います。そういうことで話があって、国としても、市町村としてもどんどんそ

ういう省エネ関係進めるためのものは非常にありがたいことなので、ＰＲしてもらって

ありがたいんですけど、５万円しかもらえないのかというのは、確かにないことはない

かと思いますけど、ただ皆さんやはり省エネの意識が高いので、お金かかってもやりた

いという方が多いので、それなりに事業として効果があると思います。この補助金の財

源については、１０分の１０県から出ている状況なんですけど、例えば、市が上乗せし

てできないかとなると、財政サイドと協議をしながら、費用対効果を考えてやっていか

なければならないかなと思っていますので、よろしくお願いします。 

〇篠塚副委員長　今後ともよろしくお願いします。３点目、１２７ページ、不適正残土

事案対策事業なんですが、先ほど、防犯カメラというか、そういうものをつけるという

ようなお話だったんですけども、これは、残土は捨てられたらあっという間に溜まって

しまうんで、そこには設置できないと思うんですが、その前にそういう箇所を見つけて

設置していくということなんでしょうか。未然に防ぐということなんでしょうか。 

〇室町環境保全課長　説明足りず、申し訳ございません。こちらについては、仮にどこ

かで不適切な残土が発生した場合、どのようなダンプがどういう土を持ってきて、何台

入れているかなど、そういう証拠を集めて、それを警察に届けて告訴するとか、そうい

う証拠集めのためのものでございまして、大体一つの事案で４０日ぐらい期間を要する

ということでございますので、その期間、ウェブカメラで車両の出入りを監視するため

のカメラということで考えております。以上です。 

〇篠塚副委員長　高速道路のインターチェンジを使って来るというのが多いと思うんで、

例えば、そういう所に設置するとか、多分４０日間といってもあっという間に残土は溜

まってしまう場合もあるんで、その辺の検討は今後していくような形なんでしょうか。 

〇室町環境保全課長　高速道路のインターチェンジから出入りする車両が多いのは、県

外から持ってくると場合が主なものでございます。ただ、通過した車両が必ずそこの現

場に持って来るかというのは分からないので、やはり発生している場所の隣接で必ず撮

影しないと証拠にはならないということで。また、幹線道路については、看板等や垂れ

幕等、環境保全課で今年度、幹線道路に残土は違法ですよ、埋立ては違法ですよという

看板で啓発をして、土浦市はそういうのは絶対許さないという姿勢を見せるのが大切と

思っているところでございます。以上です。 

〇篠塚副委員長　担当課の方が注意に行くにしても、相手はベテランの方が多かったり

して色々問題があると思うんで、職員の方も、ドライブカメラや、それから自分の身に

カメラを設置して証拠を取るとか、録音するとか、そういうことも含めて考えていって

いただきたいと思いますんで、職員の方の安全も含めて御検討よろしくお願いします。 

〇坂本生活安全課長　そういった観点がありまして、前年度になりますが県の補助金を

使いまして、土浦北インターの出入口、こちらを監視するためのカメラを前年度設置し

ております。 
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〇吉田（千）委員長　ありがとうございます。その他ございますか。 

（「なし」という声あり） 

〇吉田（千）委員長　ないようでございますので、大変にありがとうございました。そ

れでは、ここで説明員交代のため、暫時休憩といたします。２時５分再開といたします。 

（休憩　午後２時） 

（再開　午後２時５分） 

〇吉田（千）委員長　それでは、休憩前に引き続き、会議を再開いたします。執行部よ

り説明を願います。８款消防費からお願い申し上げます。 

〇磯山消防総務課長　１６２ページをお願いいたします。消防費について、御説明いた

します。１目常備消防費、本年度予算１６億４，７１５万円に対し、前年度は１５億７，

５３４万３，０００円で、７，１８０万７，０００円の増額となります。率にしますと、

４．３パーセント増。増の理由につきましては、職員及び再任用職員が今年度より７名

増加、若年層の基本給の増加、救急出動件数の増加、コロナ禍において中止していた各

種行事の再開による職員手当等の増加、共済費の増加などでございます。消防総務事業

につきましては、負担金は、茨城県立消防学校派遣研修費負担金ほか１４件の負担金で

ございます。つづきまして、２目非常備消防費について、御説明いたします。予算書１

６３ページの下段から１６４ページの上段をお願いいたします。２目非常備消防費、本

年度予算６，６６５万２，０００円に対し、前年度は７，６３２万円で、９６６万８，０

００円の減額となります。率にしますと、１４．５パーセント減の理由につきましては、

７節報償費について、令和５年度は、消防団員の退団者は１１名おります。本年から比

べますと、２４名の減となりますので、大幅な減少ということでございます。これによ

り予算額が減少しております。つづきまして、１６４ページの中段から１６５ページの

下段をお願いいたします。３目消防施設費、本年度予算２億３，６０３万５，０００円

に対し、前年度は２億２，８７６万５，０００円で、７２７万円の増額となります。率に

しますと、３パーセント増、この理由につきましては、１０節需用費で高騰する燃料費、

光熱水費に対する予算の増額。１１節役務費の通信運搬費について、今まで管財課で支

払っていた消防で使用している電話、携帯電話、消防車等に搭載しているＡＶＭの位置

情報システムの使用しております通信費等が、管財課から予算を消防にしたのが主な原

因でございます。そして、消防庁舎整備事業につきましては、事前総務市民委員会でも

御説明いたしましたが、老朽化した南分署の整備について、消防内部の検討委員会で検

討を重ねた結果、土浦市公共施設再編・再配置計画にも沿い、課題である南分署と近い

将来建替えが必要になる荒川沖消防署の２署統合する案もありました。両者ともに、現

在地に単独で建替えまたは移転して変えるのか、２署統合または移転するための候補地

の検討及び統合に係る消防力の適正配置調査業務委託を行います。報酬につきましては、

有識者１５名を委員に委嘱し、土浦市消防庁舎整備検討委員会を令和５年８月から令和

６年２月にかけ、２か月毎に４回開催するための委員報酬でございます。委託料につき

ましては、土浦市の現在の人口、消防署配置、各災害出動件数、進路状況等からデータ

を抽出し、適正な署配置の報告書を作成するために、常備消防力適正配置等調査業務を
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一般財団消防防災科学センターに委託する費用でございます。つづきまして、予算書１

６５ページの下段をお願いいたします。４目水防費につきましては、本年度予算５６万

１，０００円に対し、前年度は６０万９，０００円と、４万８，０００円の減額でござい

ます。減額の理由としましては、令和５年度予算を、今年度の実績により、需用費、委託

料の減額を行ったものでございます。以上で説明を終わります。よろしくお願いいたし

ます。 

〇佐野市民活動課長　少し飛びまして、１８４ページをお願いいたします。９款教育費、

４項社会教育費の６目公民館費でございます。記載のほう、１９０ページまでとなって

ございます。１８４ページの説明欄、二つ目の荒川沖地区学習等供用施設管理運営事業。

こちらにつきましては、教育委員会が所管となってございますので、こちらを除いた形

で御説明をさせていただきます。公民館費は、公民館指導員と会計年度任用職員に係る

経費や、八つの公民館と藤沢集会所の維持管理等に係る経費が主なものでございます。

令和５年度は前年度と比較し、１，４４２万１，０００円の増でございます。増の主な

理由といたしましては、需用費のうち、光熱水費の増と、工事請負費の増が主な理由と

なってございます。それでは、主な内容につきまして、御説明させていただきます。１

節報酬から４節共済費及び８節旅費の一部は、公民館管理にかかる人件費でございます。

７節報償費につきましては、公民館講座の講師謝礼でございます。１２節委託料の主な

ものでございますが、公民館の夜間及び休館日開館管理委託料やエレベーターの保守点

検委託料、機械警備の委託料等、各地区公民館の施設の維持管理に必要な委託料でござ

います。１３節使用料及び賃借料につきましては、複写機の使用料や駐車場等の借地料

が主なものでございます。１４節工事請負費につきましては、二中及び六中地区公民館

の受電設備の改修工事費となってございます。市民活動課からの説明につきましては以

上でございます。よろしくお願いいたします。 

〇山口財政課長　つづきまして、２０２ページをお願いいたします。１０款公債費、１

項公債費は５億６，１４１万４，０００円、９．１パーセントの増となっております。１

目元金の長期債償還金は、１億１，５６７万１，０００円、２．０パーセントの増で、大

規模事業があった令和元年度の借入分の３年据置きが終了いたしまして、元金償還が開

始されることによりまして、増しているものでございます。過年度借換え条件付発行債

借換債は、平成２５年度に民間金融機関から１５年償還で借り入れた際に、１０年後に

利率見直しをする条件により借り入れたもので、１０年後を迎える令和５年度に一括償

還いたしまして、同額を現在の利率で借り換えるものでございます。災害援護資金貸付

金元金償還金事業は、東日本大震災の被災者への貸付金に係る貸付者からの償還金のう

ち、元金を県に償還するものでございます。２目利子の説明欄、長期債利子につきまし

ては、長期債地方債総額の減少、それから近年の利率の低下などによりまして、前年度

と比べますと２，４７８万１，０００円、１２．９パーセントの減となっております。繰

替運用金利子は、歳計現金が不足した際に基金から歳計現金に繰り替えて運用した場合

の利子相当分でございます。つぎに、２０４ページ、１２款予備費、１項予備費でござ

います。予備費につきましては、災害や施設の老朽化等により緊急修繕等、当初予算に
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見込めない経費に対応するため、７，０００万円を計上するものでございます。以上で

ございます。 

〇羽成環境衛生課長　継続費につきまして、御説明申し上げます。恐れ入りますが、ペ

ージのほうお戻りいただきまして、１２ページ、第２表継続費を御覧いただきたいと存

じます。４款衛生費、３項清掃費の清掃センター維持管理事業につきましては、先ほど

御説明申し上げましたとおり、粗大ごみ処理施設の破砕機及び排出コンベアなどの更新

工事を行うものでございますが、工事を２か年で実施しますことから、継続費の設定を

お願いするものでございます。全体事業費は５億５，４４０万円で、年割額につきまし

て、令和５年度は、計装設備の配管更新工事等にかかる予算５３９万円を計上させてい

ただきまして、残りを令和６年度に計上させていただくものでございます。説明は以上

でございます。 

〇元川行革デジタル推進課長　１３ページをお願いいたします。債務負担行為でござい

ます。一番上にございます公共施設等再編・再配置計画素案策定委託料は、先ほど歳出

予算でも御説明させていただきましたが、公共施設等再編・再配置推進事業につきまし

て、令和５年度、６年度の２か年で計画の素案を策定するに当たりまして、債務負担行

為を設定するものでございます。当該計画素案策定委託料といたしまして、令和６年度

の限度額を３４０万円とさせていただくものでございます。以上でございます。 

〇羽成環境衛生課長　引き続き、１３ページ第３表をお願いいたします。環境衛生課の

債務負担行為につきましては、ごみ処理施設検討調査委託料でございます。こちら先ほ

どごみ処理費において御説明申し上げましたとおり、安定的なごみ処理の継続に向けま

して、各施設の調査を行いまして、２か年で業務の方を実施してまいるということでご

ざいまして、債務負担行為の設定をお願いするものでございます。令和６年度の限度額

を７２０万円とさせていただくものでございます。説明は以上でございます。 

〇吉田（千）委員長　ありがとうございます。ここまでで皆様から御意見、御質問はご

ざいますでしょうか。 

〇今野委員　１６２ページ、消防職員人件費について伺わせてください。事前委員会で

吉田博史委員が質問していましたけれども、若い方達が割合としては低いんじゃないか

ということが一つと、大幅に辞められてしまう年があって、それに対する対応はどうす

るのかという質問だったかと思いますけれども、今回の予算書を見ますと、１９７人分

の給与ということになっていますが、令和４年の３月の議会で、定数が２１６名に変わ

ったというふうになっていますが、この１９７名というのはその２１６人に対して、ま

だ定数まで及ばなかったということなんでしょうか。 

〇磯山消防総務課長　この１９７名という内訳は、現在、消防職員は１８８名おります

が、３月３１日で２名退職しまして、４月１日に４名の新採が入ってきまして、１９０

名となります。あとの７名は、現在再任用職員が５名おりまして、４月以降、３月３１

日で辞める方が２名再任用になるということで１９７名という数字になっておりまして、

再任用の人数自体は２１６名に入りませんので、現在、４月１日現在、消防職員は１９

０名ということでございます。以上でございます。 
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〇今野委員　質問です。定数を２１６名に改めたのが、令和４年の３月の議会ですよね。

そのあとで消防署の職員を募集するというのは、それが反映されるのは、今年の４月か

らになるということですか。先ほどの説明と重複するかもしれないんですけれども。 

〇鈴木消防長　昨年度議会のほうで認めていただきまして、定数を上げさせていただき

ました。今年度は、私を含めて２人辞めます。来年度は１名、役職定年もあるんですが。

という中で、昨年度は４人退職という中で、今１０月の採用と４月の採用で、平均して

８から１０ずつ、新規採用させていただいておりますので、その計画を進めることによ

って２１６名があと３、４年後に達成できるのかなと今考えているとこでございます。 

〇今野委員　こちらの人数、年齢別の構成表をいただきまして、ありがとうございます。

これで見ますと、結構大量に辞められてしまう年とか、そうでもない年というのが色々

出てくると思うんですけれども、事務方ではなく、消防は、やはり若い方の体力という

のが非常に重要なので、その辺をバランスが良くなるように、採用をお願いしたいとい

うことを、吉田博史委員が言っていましたけれども、その辺も辞める人数ですとか、総

合的な年齢、平均年齢とかをバランスよくしていただくように要望いたします。以上で

す。 

〇篠塚副委員長　同じく消防の１６２ページで、先ほど説明があった、本年度予算が昨

年度に比べて７，１００万、出動手当とか、それから若年層の給与の上げとか人件費が

概ねだということなんで、これはもう毎年このぐらいの予算を、今年度予算と同じぐら

いの予算でいけば、人員も増えていくし、若年層も増えていくという考えでよろしいん

でしょうか。 

〇磯山消防総務課長　ただ今の御質問にお答えいたします。人件費に関しましては、高

い人が辞めて、安い方が入ってきますので、同じというのはちょっと私、数値的には分

からないんですが、申し訳ございません。それに加えて、来年度から定年延長になりま

すので、１年ごとに定年延長者が増えていって、職員の数は、定数を増やさなければ、

若い方が取れないというのがありまして、定数を上げていただいたのかなとは思うんで

すが。給料のほうは私たちが定年延長する頃は、現在の給料の７割と言われております

ので、金額のほうもかなり減るのではないかなとは思うんですが。 

〇篠塚委員　聞き方が悪かったんで、申し訳ないです。若年層の給与を上げたり、それ

で７，１００万ほど上がった理由として、人件費ということでお話いただいたんで、今

後共、消防力の強化、職員数の強化をしていくためには、このぐらいの予算が必要なの

で、これを確保していきたいという考えでよろしいでしょうかということです。 

〇磯山消防総務課長　おっしゃるとおりです。ありがとうございます。 

〇海老原委員　１６３ページのＡＥＤ借上料、金額は６１８万かな、この借上料の内訳

というか、どこに何台設置されているかについて、教えてください。 

〇本橋警防救急課長　５年のリースになっておりまして、台数が総数で１０３台のＡＥ

Ｄ借上料でございます。以上です。 

〇海老原委員　これは常備だから、消防署の分と、あと救急車に積載するＡＥＤという

ことでよろしいですか。 
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〇本橋警防救急課長　このＡＥＤは、市内の施設に、市役所にも入っておりますし、公

民館などに設置してあるＡＥＤになります。 

〇海老原委員　この１０３台は、消防署や救急車以外の施設のＡＥＤということですか。 

〇本橋警防救急課長　おっしゃるとおり、救急車以外のＡＥＤになります。 

〇海老原委員　分かりました。 

〇吉田（千）委員長　その他ございますか。 

（「なし」という声あり） 

〇吉田（千）委員長　それでは、総務市民委員分科会としての賛否を確認したいと存じ

ます。議案第１８号令和５年度土浦市一般会計予算の第１表歳入歳出予算歳出中第１款

議会費、第２款総務費ただし第１項総務管理費中第１目一般管理費管理費中亀城プラザ

管理運営事業を除く、第３款民生費中第１項社会福祉費中第７目消費者行政費、第４款

衛生費ただし第１項保健衛生費を除く、第８款消防費、第９款教育費中第４項社会教育

費中第目公民館費ただし荒川沖地区学習等供用施設管理運営事業を除く、第１０款公債

費、第１２款予備費。第２表継続費、第３表債務負担行為中、公共施設等再編再配置計

画素案策定委託料、ごみ処理施設検討調査委託料について、原案どおり決することに賛

成の方は挙手を願います。 

（全員挙手） 

〇吉田（千）委員長　全員賛成でございます。ここで、説明員交代のため、暫時休憩と

いたします。再開は、２時３５分にさせていただきます。５分休憩ということで、よろ

しくお願いいたします。 

（休憩　午後２時３０分） 

（再開　午後２時３５分） 

〇吉田（千）委員長　それでは、休憩前に引き続き、会議を再開いたします。議案第３

２号令和４年度土浦市一般会計補正予算第１５回の第１表歳入歳出予算補正歳出中第１

款(議会費)、第２款(総務費)、第４款(衛生費)ただし第１項(保健衛生費)を除く、第８

款(消防費)、第９款(教育費)中第４項(社会教育費)中第６目(公民館費)、第１０款(公債

費)、第３表繰越明許費中第２款(総務費)中（水郷筑波サイクリング環境整備事業）、第

４款(衛生費)中第３項(清掃費)を議案といたします。資料につきましては、議案書での

説明になりますので、サイドブックスは本会議フォルダ、令和５年第１回定例会、事前

配布資料フォルダの中の、議案第３２号から第３７号を御準備ください。２５ページか

らとなります。それでは、執行部より順次説明を願います。 

〇天貝議会事務局次長　それでは、議会費から御説明をさせていただきます。まず、１

節報酬につきましては欠員となっております議員１名の１０か月分の報酬を減額するも

ので、１０節需用費、印刷製本費につきましては、議会だよりの入札先及び会議録の製

本費用の不用見込み額を減額するものでございます。それから、１１節役務費におきま

しては、タブレット端末の通信料を従量制にて支払っておりますけれども、不用額が生

じておりますことから減額するもので、合計しますと８７６万５，０００円の減額計上

でございます。議会費につきましては以上です。 
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〇平井総務課長　総務課でございます。２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費

でございます。１４節工事請負費につきましては、旧中央出張所２階部分を、更生保護

サポートセンターが利用しておりましたが、建物の老朽化に伴い、当該施設の解体を行

った工事費のほか、移転先となります議場プラザ２階の執務室の給排水設備の改修工事

に係る入札差金につきまして、それぞれ減額補正をお願いするものでございます。説明

は以上でございます。 

〇中川広報広聴課長　５目広報広聴費につきまして、御説明いたします。実績１０節需

用費につきまして、印刷製本費８３３万２，０００円の減でございます。こちらは、広

報紙の印刷単価につきまして、入札差金が生じましたことで減額させていただいており

ます。説明は以上です。 

〇山口財政課長　つづきまして、６目財政管理費でございます。２２節償還金利子及び

割引料につきましては、震災復興特別交付税におきまして、令和２年度の汚泥再生処理

センター整備事業分が、国庫補助内示額で算定の上交付されましたが、その後実績額に

基づく再算定が行われまして、過大交付分の返還金が生じることとなりまして、返還額

が確定したことから、８０４万６，０００円を減額計上するものでございます。以上で

ございます。 

〇五来会計管理者　７目会計管理費でございます。こちら税金等の銀行窓口での納付件

数が当初見込みよりも減少いたしましたことから、不用となりました手数料について減

額補正するものでございます。以上でございます。 

〇佐々木政策企画課長　９目企画費の補正を御覧いただきまして、１２節の委託料、仮

想空間構築委託料でございます。机の上の資料を御覧いただきまして、市のホームペー

ジ上で、サイクリング疑似体験などができる三次元仮想空間を構築するものでございま

す。（１）の目的といたしましては、地域ブランディングの強化と関係人口の増でござい

ます。（２）の対象でございますが、本市に興味を持っていただいている方や、観光を予

定している方、サイクリング始めようとしている方などをターゲットとしてございます。

（３）の概要でございますが、カフェのような立体的な空間を構築し、まずはこのカフ

ェにお持ちのパソコンですとかスマホを活用して、自分自身の分身でございますアバタ

ーとして、入室することとなります。カフェの壁には常時サイクリング環境の様子のほ

か、本市の見どころである全国花火競技大会の動画などが流れておりまして、アバター

を移動することで実際その場にいるかのように鑑賞することが可能となります。また、

カフェの中には三つの小部屋を設ける予定で、一つ目は筑波霞ヶ浦りんりんロードのビ

ューポイントを立体的に、かつ３６０度見渡すことができる小部屋。二つ目は本市の名

産品などを立体的に眺めながら、最終的には購入までできる可能となる小部屋。三つ目

は仮想空間全体に多くの方々を呼び込むためにイベント等を実施する小部屋でございま

す。初年度は、このイベント等実施する小部屋を活用して、多くの方々に本市の仮想空

間を知ってもらうきっかけづくりに注力してまいりたいと考えてございます。タブレッ

トの資料にお戻りいただきまして、こちらの補正予算でございますが、９款の企画費で

すね。１２節委託料で８８０万円の増額補正でございます。つづきまして、２４節積立
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金でございますが、合併振興基金積立金の利子を積み立てるために、１８万８，０００

円の増額補正でございます。説明につきましては以上でございます。 

〇元川行革デジタル推進課長　１０目事務管理費、１２節委託料につきまして、株式会

社茨城計算センターに委託しております市全体の業務システムに関する電算業務委託に

ついて、各システムの業務委託内容の見直し等により、執行額の抑制が図れましたこと

から、５５万３，０００円の減額補正をお願いするものでございます。以上でございま

す。 

〇佐野市民活動課長　同じく２５ページの一番下、１１目市民活動費でございます。当

初予算８，６３１万円に５１万７，０００円を増額し、総額を８，６８２万７，０００円

とするものでございます。詳細につきまして、御説明させていただきます。１２節委託

料につきましては、事前の委員会で御説明をさせていただきました神立地区コミュニテ

ィセンター指定管理料の増額補正です。神立地区コミュニティセンターにつきましては、

指定管理者に管理業務を委託しておりますが、委託料に含めている電気料がエネルギー

価格の高騰等により不足するものと見込まれることから、委託料５１万７，０００円の

増額補正をお願いするものでございます。つづきまして、次のページ、２６ページをお

願いいたします。１３目国際交流費でございます。当初予算９３７万７，０００円から

４１０万１，０００円を減額し、総額を５２７万６，０００円とするものでございます。

詳細につきまして、御説明させていただきます。１８節の負担金補助及び交付金につき

ましては、新型コロナウイルス感染症の影響により、令和４年６月の姉妹都市であるア

メリカパロアルト市からの中学生の受入れ及び今年３月に予定しておりました本市から

の派遣を中止としたことから、パロアルト市への派遣に伴う補助金及び引率職員同行負

担金を不用額として、４１０万１，０００円の減額補正をお願いするものです。なお、

午前中、海老原委員から御質問がございましたこの中学生の交換交流事業につきまして

は、通常、本市からの３月の派遣とパロアルト市からの６月の受入れはセットにより実

施をしておりますが、パロアルト市側からの強い希望によりまして、令和５年６月の受

入れのみ、日数や受入れ人数を少なくする等の条件付きでの片道での交流を予定してお

ります。つづきまして、１４目男女共同参画推進費です。当初予算１，４４８万４，００

０円から３５万９，０００円を減額し、総額を１，４１２万５，０００円とするもので

ございます。詳細につきまして、御説明させていただきます。男女共同参画推進費の１

０節需用費のうち、印刷製本費につきましては、毎年４月の中旬号の広報紙と一緒に全

戸配布をしております男女共同参画の情報誌ウィズユーの発行に伴う印刷製本費の契約

差金が生じたことから、３５万９，０００円の減額補正をお願いするものです。市民活

動課からの説明は以上でございます。 

〇坂本生活安全課長　つづきまして、１７目交通安全対策費、１節報酬の減額になりま

す。自転車の駅前放置対策としまして、土浦駅前に３名と、荒川沖駅前に２名立哨指導

員を配置し、指導に当たっておりますが、土浦駅前の１名が退職し、その後雇用がなか

ったため、報酬に残額が生じることによる減額補正となります。説明は以上です。 

〇平井総務課長　２１目人権と平和事業でございます。７節報償費につきましては、広
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島平和記念式典へ派遣される平和使節団２０名分の旅費相当分でございますが、広島市

におきまして、参列者の制限が加えられ、当初の派遣予定人数から１１人に制限されま

して、９名分の報償費につきまして、減額補正をお願いするものでございます。説明は

以上でございます。 

〇山口財政課長　つづきまして、２３目財政調整基金費、２４市債管理基金費、２５目

土地開発基金費、２６目公共施設等総合管理基金費につきましては、それぞれの基金の

利子を積立金として計上するものでございます。説明は以上でございます。 

〇吉田（千）委員長　それでは、ここまでで御意見、御質問ございますでしょうか。 

〇海老原委員　メタバースについて。僕もよく分からないんだけど、ただ新聞記事で、

メタバースが全国そっちこっちで始まるよ、始まろうとしてるんで、将来はメタバース

をやっている所の一覧表みたいのができるのかな。 

〇佐々木政策企画課長　メタバースについては、今のところ、やっているのは、前回に

お話しました嬉野市、後は試行的にやっている奈良市は今は閉めているかと思いますの

で。そのほか、民間でやっているアプリを使って、泉佐野市ですとか、期間限定でやっ

ているような状況です。あと、民間のアプリを使って、渋谷区公認でバーチャル渋谷と

いうのはありますけども、今検討しているところはあるかもしれませんが、それ以外は

まだ今のところ、進めているという話は聞いていないという状況でございます。以上で

ございます。 

〇海老原委員　現段階では、日本全国どこでやっているのかというのは、リストはない

ということですか。 

〇佐々木政策企画課長　その関わりの部分で、今申し上げましたように、民間を使って

期間限定ですとか、一時的なものというのは、ネットで調べるとあるんですけれども、

現在、それがまとまったものというのは、調べてもなかったような状況でございます。

以上でございます。 

〇今野委員　佐々木課長、私もメタバースについてなんですが、これは形になって皆さ

んに公開されるのはいつ頃なんですか。 

〇佐々木政策企画課長　我々としては、できるだけ速やかに公開できればと考えてござ

いますので、今まだ企画を練っている段階でございますので、早くて夏から秋にかけて

になるかと思います。できれば、午前中に申し上げましたとおり、１０月からキャンペ

ーンが始まりますので、それに間に合えばということで、今進めているところでござい

ます。以上でございます。 

〇今野委員　ありがとうございます。市の職員も自分のアバターを作って皆さんを御案

内するとかそういう企画も面白いかなとかちょっと思いました。 

〇佐々木政策企画課長　イベントのほかに、例えば会議とか、そういったのもできるも

のでございます。そういったことで、試しに会議や講演などができればなというふうに

考えているところでございます。以上でございます。 

〇吉田（千）委員長　それでは、ここで説明員交代のため、暫時休憩といたします。皆

さんが集まり次第ということにさせていただきたいと存じます。大変ありがとうござい
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ました。 

（休憩　午後２時５２分） 

（再開　午後２時５５分） 

〇吉田（千）委員長　それでは、引き続き、会議を再開いたします。執行部より説明を

願います。４項選挙費からお願いをいたします。２７ページになります。よろしくお願

いします。 

〇平井総務課長　サイドブックスの資料は、２６ページの下段をお願いいたします。２

款総務費、４項選挙費。１目参議院選挙費でございます。読取り分類機や期日前投票所

におけます最小限の人員配置、開票所での総務課ＯＢの配置など、選挙事務の効率化に

より圧縮できた選挙人件費分などにつきまして、減額するものでございます。１０節需

用費は、ポスター掲示板購入の際の入札差金、１１節役務費は、選挙公報のチラシ折込

みの際の差金などでございます。なお、１７節備品購入費減額補正分につきましては、

当初、読取り分類機の購入費は、国負担分の９分の５及び残りの９分の４の分を市負担

分として、参議院選挙費に一括計上してございましたが、県議会議員選挙でも使用可能

な機器は、購入経費の９分の２につきましても、県負担分として交付が受けられたため、

読取り分類機の購入費であります１，０８９万円の県負担分の９分の２の額と市負担分

の９分の２の合計額４８４万円につきまして、一般財源に財源欄に記載のとおり、財源

更正を行ったものでございます。また、１７節備品購入費としまして、入札差金等を含

めまして、６０２万５，０００円の減額分を含めまして、執行経費が確定したことに伴

いまして、総額で１，０００万５，０００円の減額補正をお願いするものでございます。

つぎに、３目県議会議員選挙費でございます。令和４年１２月１日執行の県議会議員選

挙土浦選挙区につきましては、無投票となったことから、１節報償費、３節職員手当の

執行減のほか、１０節需用費、消耗品費のポスター掲示板や、１２節委託料のポスター

掲示場設置撤去業務委託料。１７節備品購入費等の入札差金分などを含めまして、執行

経費が確定したことに伴い、総額で２，９７５万８，０００円の減額補正をお願いする

ものでございます。説明は以上でございます。 

〇藤井監査事務局長　６項監査委員費について、御説明いたします。２８ページをお願

いいたします。１目監査委員費の８節旅費につきましては、コロナ禍の影響で、横浜市

で予定されておりました会議が書面開催となったことなどから、支出の見込みがなくな

りましたので、減額補正をするものです。１２節委託料につきましては、１１月下旬か

ら１２月中旬に工事監査の実施を予定しておりましたが、監査対象とする主要施策の各

事業の工事状況を確認したところ、監査を行う適切な時期の工事がなかったことから、

４年度は実施しないこととしたために減額補正をするものです。１８節負担金補助及び

交付金の負担金につきましては、関東都市監査委員会負担金が未徴収となったこと及び

コロナ禍の影響で研修会が中止となったことなどから、減額補正をするものです。監査

委員費の説明は以上でございます。 

〇羽成環境衛生課長　つづきまして、３３ページをお願いいたします。まず、４款衛生

費、２項環境衛生費でございます。１目環境衛生総務費は、１８節負担金補助及び交付
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金におきまして、合併処理浄化槽の設置と、単独処理浄化槽の撤去等に係る補助申請件

数がそれぞれ当初見込みを下回ったことにより、減額補正を行うものでございます。２

目斎場費につきましては、市営斎場を指定管理委託料の増額補正となってございます。

こちらは、事前委員会で御説明申し上げましたが、電気料金などのエネルギー価格高騰

が長期化していることに伴いまして、指定管理者で施設の管理運営が困難な状況にあり

ますことから、本市が募集時に想定しました、電気、ガス、それぞれの料金と、今年度の

見込み料金との差額につきまして補填をお願いするものでございます。つづきまして、

３項清掃費でございます。３４ページをお願いいたします。２目ごみ処理費は、１８節

負担金補助及び交付金におきまして、新治広域事務組合解体費用負担金を減額補正する

ものでございます。こちらの負担金は、かすみがうら市、石岡市との協定に基づき負担

しているものでございまして、当初解体費用の一部が交付金の補助対象になるというこ

とで、補助対象経費の裏負担分につきまして、かすみがうら市より要請があり、予算化

したところでございますが、その後、補助申請の際に、この部分につきましても、起債

対象に該当するということが判明いたしまして、改めて起債にて財源更正処理されまし

たことから、この度、不用となりました裏負担分の減額補正を行うものでございます。

説明は以上でございます。 

〇室町環境保全課長　引き続き、３４ページの２段目の表を御覧ください。１目環境保

全対策費でございます。今回補正をお願いするものは、１８節負担金補助及び交付金で

ございます。説明欄、高機能換気設備等の導入支援事業補助金につきましては、不特定

多数が集まる飲食店等の業務用施設に、高機能換気設備をはじめとする高効率の機器を

導入した事業者を支援する国の新型コロナウイルス感染症対策地方創生臨時交付金を活

用した補助事業で、国の補助事業で採択を受けた施設に対する上乗せ措置として、上限

１０万円を補助するもので、当社当初予算としましては、４０件分として４００万の予

算計上しておりましたが、この度、国の補助採択を得た施設の実績見込みによりまして、

補助金１８０万の減額補正をお願いするものでございます。説明については以上でござ

います。 

〇磯山消防総務課長　常備消防一般管理事業、新型コロナウイルス感染症対策事業につ

いて御説明いたします。新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、５月臨時議会において

補正をお願いし、各消防署等に来客する市民向けに設置したサーマルカメラ４台、職場

内感染拡大防止のために設置した空気清浄機１４台の備品購入費に係る予算現額１７６

万９，０００円に対し、執行額が１２６万６，１００円でございましたので、契約差金

５０万８，０００円の減額補正をお願いするものでございます。以上でございます。 

〇本橋警防救急課長　同じく８款消防費、２目非常備消防費を御覧ください。２目の非

常備消防費で４４６万円の減額補正について、御説明いたします。１節報酬ですが、消

防団の年額報酬と出動報酬となります。消防団員数が、当初積算した人数を下回ったこ

と及び新型コロナウイルス感染症に伴い、各種の訓練等が中止になったことに伴い、団

員の参加が大幅に減少したため減額補正となります。警防救急課からは以上となります。 

〇磯山消防総務課長　消防総務課です。３９ページ、下の表をお願いいたします。消防



41 

施設関係事業について、御説明いたします。事前総務市民委員会でも御説明いたしまし

たが、国道６号バイパス延伸工事に伴い、中村西根地内防火水槽解体撤去工事について、

国道６号バイパス延伸工事遅延により今年度も実施できませんでした。この予算４００

万円を流用し、消防庁舎感染防止対策事業を実施いたしました。仮眠室が個室化されて

いなかった新治消防署及び南分署の仮眠室、感染対策改修工事を実施いたしました。ど

ちらの仮眠室も壁、カーテン等を設け、個室化いたしました。また、南分署の浴室の感

染対策改修工事を実施いたしました。流用後の不用額１３４万５，０００円の減額補正

をお願いいたします。つづきまして、３９ページをお願いいたします。常備消防車両更

新整備事業について、御説明いたします。災害対応水槽付消防ポンプ自動車、予算額６，

８３５万６，０００円、契約額６，８３２万１，０００円、契約差金３万５，０００円、

高規格救急自動車、予算額３，８８８万円、契約額３，４８６万８，９００円、契約差金

４０１万１，１００円、合計で４０４万６，０００円の減額補正をお願いいたします。

つづきまして、４０ページをお願いいたします。消防救急無線デジタル化等共同整備事

業について、御説明いたします。茨城消防救急無線指令センター運営協議会負担金につ

きましては、令和３年度決算の結果生じた余剰金、令和４年度予算に組み込むことによ

り、構成団体の負担金を減額するものでございます。令和４年度各消防本部、納期別負

担金における土浦市の補正額、減額分は２３６万５，０００円となりました。減額分は

第２期負担金で調整されております。予算現額４，２２５万３，０００円、執行額３，９

８８万８，０００円。負担金の減額により、不用額２３６万５，０００円の減額補正を

お願いいたします。消防施設費、３事業で７７５万６，０００円の減額補正をお願いい

たします。以上で消防総務課からの説明は終わります。 

〇佐野市民活動課長　４３ページをお願いいたします。９款教育費、４項社会教育費の

二つ目、６目公民館費でございます。こちらは、事前の委員会で御説明させていただい

た案件となります。１０節需用費のうち、光熱水費の電気料につきましては、一中地区

公民館及び新治地区公民館を除く六つの地区公民館で、エネルギー価格の高騰等により、

当初予算に対して、需用費の不足が見込まれるため、１９５万３，０００円の増額補正

をお願いするものです。なお、一中地区公民館は予算の範囲内での対応ができる見込み

となっておりまして、新治地区公民館は令和４年の１２月議会で、増額補正をお願いし

ております。市民活動課からの説明は以上でございます。 

〇山口財政課長　つづきまして、４４ページをお願いいたします。１０款公債費、１項

公債費の１目元金、２目利子、こちら両方共、令和３年度末に実施をいたしました繰上

償還に伴い、本年度に支出予定であった元金及び利子を合わせまして、２億５００万円

を減額計上するものでございます。説明は以上でございます。 

〇佐々木政策企画課長　水郷筑波サイクリング環境整備事業の繰越しにつきまして、御

説明をさせていただきます。こちらの事業は、先ほど御説明いたしました仮想空間メタ

バースの構築委託料でございます。こちらの予算８８０万円を繰越しいたしたいという

ものでございます。説明につきましては以上となります。 

〇羽成環境衛生課長　環境衛生課でございます。引き続き、同表を御覧いただきたいと
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存じます。４款衛生費、３項清掃費の繰越明許につきましては、ごみ焼却施設維持管理

事業ということで、経年劣化の著しいごみクレーンの運転制御インバータの更新工事を

行っているところでございますが、現在半導体不足によりまして、インバータ製造に時

間を要しており、本年度中の工事実施が困難となりましたことから、繰越しをお願いす

るものでございます。説明は以上でございます。よろしくお願いいたします。 

〇吉田（千）委員長　それでは、ここまでで、御意見、御質問はございますでしょうか。 

（「なし」という声あり） 

〇吉田（千）委員長　ないようでございます。ここで総務市民分科会としての賛否を確

認いたします。議案第３２号令和４年度土浦市一般会計補正予算第１５回の第１表歳入

歳出予算補正歳出中第１款(議会費)、第２款(総務費)、第４款(衛生費)ただし第１項(保

健衛生費)を除く、第８款(消防費)、第９款(教育費)中第４項(社会教育費)中第６目(公

民館費)、第１０款(公債費)、第３表繰越明許費中第２款(総務費)中（水郷筑波サイクリ

ング環境整備事業）、第４款(衛生費)中第３項(清掃費)について、原案どおり決すること

に賛成とする方は挙手を願います。 

（全員挙手） 

〇吉田（千）委員長　ありがとうございます。全員賛成であります。予算決算委員会総

務市民分科会に付託されました議案の審査は以上でございます。これで、予算決算委員

会総務市民分科会を閉会いたします。お疲れ様でした。 


